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市
長
就
任
以
来
「
ワ
ク
ワ
ク
度
日
本

一
の
西
条
」
の
実
現
を
目
標
に
掲

げ
、
地
方
都
市
自
ら
が
斬
新
な
政
策
を
展

開
し
、
都
市
間
競
争
で
「
勝
ち
残
る
ま

ち
」
を
目
指
す
こ
と
を
主
張
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
た
め
に
は
「
人
」
と
「
仕
事
」

の
好
循
環
を
創
出
し
「
ま
ち
」
と
し
て
の

総
合
力
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
既
存
の
地
方
行
政
の
フ
レ
ー
ム
に
固
執

す
る
こ
と
な
く
、
国
と
地
方
が
互
い
の
垣

根
を
超
え
、
民
間
企
業
や
高
等
教
育
・
研

究
機
関
な
ど
と
の
連
携
を
積
極
的
に
模
索

す
る
こ
と
で
、
斬
新
な
政
策
を
打
ち
出
し

て
い
く
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

就
任
１
期
目
の
４
年
間
を
陸
上
競
技

の
三
段
跳
び
に
例
え
、
平
成
29
年

度
を
「
大
き
く
力
強
く
ホ
ッ
プ
す
る
た
め

に
助
走
を
加
速
さ
せ
る
１
年
」
と
位
置
づ

け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
足
固
め
と
し
て
最

も
重
視
し
た
こ
と
が
、
政
策
の
効
果
を
市

の
隅
々
に
ま
で
浸
透
さ
せ
る
た
め
の
体
制

づ
く
り
と
、
市
職
員
の
意
識
改
革
で
す
。

ま
た
、
民
間
企
業
や
高
等
教
育
・
研
究
機

関
な
ど
と
の
連
携
も
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
４
月
に
ベ
ト
ナ
ム
・
フ
エ
市
を
訪

れ
ま
し
た
が
、
こ
の
４
月
に
は
フ
エ
市
長

が
本
市
を
訪
問
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
友

好
都
市
提
携
を
締
結
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
11
月
に
は
オ
ー
ス
ト

リ
ア
を
訪
れ
、
セ
ー
ボ
ー
デ
ン
市
と
交
流

を
深
め
た
ほ
か
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

代
表
チ
ー
ム
の
事
前
合
宿
誘
致
に
向
け
た

活
動
も
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
、
海
外
関

係
都
市
と
の
交
流
に
努
め
ま
す
。

　
１
月
に
は
、
本
市
の
学
校
教
育
分
野
へ

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
事
例
が
「
第
２
回
全
国
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
首
長
サ
ミ
ッ
ト
」
で
最
高
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
今
後
は
健
康
や
子
育
て
、

高
齢
者
の
見
守
り
、
地
域
間
格
差
の
是
正

な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
積
極
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
誘
致
・

育
成
事
業
」
な
ど
、
独
自
の
移
住
・
定
住

策
の
推
進
に
も
注
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
施

策
と
し
て
、
全
市
に
お
け
る
地
域
自
治
組

織
の
設
立
を
目
指
し
、
ま
ず
は
モ
デ
ル
地

域
で
の
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
市

民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
若
者

会
議
・
女
性
会
議
も
試
行
し
て
い
ま
す
。

土
を
耕
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
を
ま

き
、
一
つ
一
つ
芽
が
出
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
水
や
肥
料
を
や
り
、
花
を

咲
か
せ
て
い
き
ま
す
。
政
治
と
は
「
無
限

の
理
想
へ
の
挑
戦
」
で
す
。
本
市
が
有
す

る
魅
力
や
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
新
た

な
価
値
観
の
創
造
に
向
け
た
施
策
を
展
開

し
、
西
条
に
「
住
ん
で
み
た
い
」「
住
み

続
け
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
新
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
加
速
し
た
助
走

を
生
か
し
、
力
強
く
大
き
く
ホ
ッ
プ
す
る

１
年
で
す
。
全
て
の
分
野
で
現
在
の
本
市

が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
も
う
一
段
階
底

上
げ
し
て
い
く
た
め
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
　
Ｕ
Ｐ
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
「
ワ
ク
ワ
ク
度
日
本
一
の
ま

ち
」
を
実
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
地
域

経
済
の
底
上
げ
、
都
市
ブ
ラ
ン
ド
の
底
上

げ
、
ひ
い
て
は
市
民
生
活
の
底
上
げ
に
向

け
て
全
力
を
傾
注
し
て
邁ま
い

進
し
て
い
く
決

意
で
す
。

　
市
議
会
３
月
定
例
会
が
２
月
27
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
21
日
間
の
会
期
で
開
会
。
初
日
に

玉
井
市
長
が
示
し
た
新
年
度
の
施
政
方
針
と
具
体
的
な
施
策
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

「
勝
ち
残
る
ま
ち
」
西
条
へ
　Ｏ
Ｎ
Ｅ
　Ｕ
Ｐ

平
成
30
年
度
　
施
政
方
針

写真：休暇村瀬戸内東予からの眺望 2広報さいじょう　2018　4月号

予
算
編
成
方
針
・
主
要
事
業

　
厳
し
い
財
政
環
境
の
中
、
ス
ク
ラ
ッ
プ

・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
を
基
本
に
、
持
続
可

能
な
行
財
政
基
盤
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

加
え
て
、
重
要
度
の
高
い
施
策
に
つ
い
て

は
事
業
を
前
倒
し
し
て
合
併
特
例
債
等
を

有
効
活
用
す
る
な
ど
、
行
政
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
に
、
め
り
は
り
の
あ
る
予
算
措

置
を
行
い
ま
し
た
。

❖ 

印
は
「
ト
ラ
イ
ア
ル
事
業
」
と
し

て
試
行
的
に
実
施
し
ま
す
。

健
や
か
に
生
き
生
き
と 

暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

健
康
づ
く
り
の
推
進

❖
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
気
軽
に
楽
し
み
な

が
ら
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う

「
健
康
ポ
イ
ン
ト
」
を
付
与
す
る
な
ど
、

健
康
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
を
進

め
ま
す
。

▼
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
事
前
合
宿

の
誘
致
に
取
り
組
み
、
市
民
の
競
技
力

の
向
上
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
人
口
の
拡
大

を
図
り
ま
す
。

▼
石
鎚
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
パ
ー
ク
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ

Ｏ
に
、
国
内
で
も
数
少
な
い
「
ス
ピ
ー

ド
」
競
技
用
の
人
工
壁
を
整
備
し
、
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
の
聖
地
を

目
指
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実

❖
高
齢
者
と
離
れ
て
生
活
し
て
い
る
家
族

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と

し
て
、
見
守
り
ロ
ボ
ッ
ト
の
設
置
に
取

り
組
み
ま
す
。

❖
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
位
置
情
報
を
利
用

し
、
地
域
全
体
で
認
知
症
高
齢
者
を
緩

や
か
に
見
守
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

▼
聴
覚
障
が
い
者
が
各
総
合
支
所
に
お
い

て
も
円
滑
な
窓
口
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
テ
レ
ビ
電
話
を
用
い
て
手

話
通
訳
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

子
育
て
環
境
の
充
実

❖
子
育
て
モ
バ
イ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
、

各
種
情
報
の
発
信
や
予
防
接
種
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
管
理
、
電
子
掲
示
板
で
の
相

談
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
旧
耐
震
基
準
の
市
立
保
育
所
に
つ
い
て
、

計
画
的
に
耐
震
化
工
事
を
行
い
、
安
全

な
保
育
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

▼
老
朽
化
し
た
母
子
生
活
支
援
施
設
「
く

る
み
荘
」「
す
み
れ
荘
」
の
２
施
設
を

統
合
し
ま
す
。

▼
市
外
在
住
の
女
性
が
気
軽
に
参
加
し
、

西
条
の
魅
力
を
体
感
で
き
る
結
婚
支
援

事
業
を
展
開
し
ま
す
。

豊
か
な
自
然
と
共
生
す
る 

ま
ち
づ
く
り

水
資
源
の
保
全

▼
市
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
地
下
水
を
守

る
た
め
「
西
条
市
地
下
水
保
全
管
理
計

画
」
を
広
く
周
知
し
、
さ
ら
な
る
保
全

意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。

▼
市
民
、
事
業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ

た
積
極
的
な
保
全
管
理
施
策
を
推
進
し

ま
す
。

生
活
環
境
の
整
備

▼
快
適
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、
循
環

型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、
老
朽
化
が

著
し
い
道
前
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
更

新
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

上
下
水
道
の
整
備

▼
旧
市
街
化
区
域
・
隣
接
区
域
の
浸
水
防

除
、
生
活
環
境
の
改
善
、
公
共
用
水
域

の
水
質
保
全
の
た
め
に
公
共
下
水
道
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

▼
老
朽
化
が
著
し
い
西
ひ
う
ち
専
用
水
道

の
改
良
事
業
を
進
め
、
当
地
域
の
飲
用

水
の
安
定
供
給
を
図
り
ま
す
。
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快
適
な
都
市
基
盤
の 

ま
ち
づ
く
り

交
通
体
系
の
整
備

▼
実
証
導
入
し
て
い
る
加
茂
地
区
で
の
デ

マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
や
、
山
間
部

交
通
不
便
地
域
の
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業

の
評
価
・
検
証
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
丹
原
地
区
で
の
デ
マ
ン
ド
交
通
の
実
証

運
行
な
ど
も
視
野
に
、
地
域
の
実
情
に

見
合
っ
た
持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
系

の
構
築
を
進
め
ま
す
。

港
湾
・
河
川
の
整
備

▼
産
業
競
争
力
の
強
化
や
、
災
害
時
の
緊

急
物
資
輸
送
拠
点
と
し
て
の
役
割
が
期

待
さ
れ
る
東
予
港
複
合
一
貫
輸
送
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

▼
大
雨
時
の
浸
水
地
区
の
解
消
を
図
る
た

め
、
河
床
掘
削
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

公
園
・
緑
地
の
整
備

▼
都
市
公
園
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め

る
と
と
も
に
、
東
部
公
園
・
丹
原
中
央

公
園
の
平
成
31
年
度
末
供
用
開
始
を
目

指
し
て
整
備
を
進
め
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
の
推
進

▼
小
学
校
周
辺
の
通
学
児
童
が
集
中
す
る

歩
道
の
な
い
通
学
路
に
つ
い
て
、
舗
装

打
ち
か
え
に
合
わ
せ
て
外が
い

側そ
く

線せ
ん

な
ど
を

引
き
直
し
、
安
全
対
策
を
進
め
ま
す
。

災
害
に
強
く
安
全
で
安
心
し
て 

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

防
災
・
減
災
対
策
の
強
化

▼
地
域
住
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
火

災
な
ど
か
ら
守
る
た
め
、
設
置
か
ら
50

年
余
り
が
経
過
し
て
い
る
打
込
式
消
火

栓
を
順
次
更
新
し
ま
す
。

▼
河
北
地
区
に
（
仮
称
）
西
消
防
署
河
北

出
張
所
を
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
板
）
工

法
で
整
備
し
、
救
急
業
務
の
地
域
格
差

改
善
や
、
市
全
域
の
消
防
救
急
体
制
の

充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。

豊
か
な
心
を
育
む 

教
育
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進

▼
総
務
省
の
「
地
域
お
こ
し
企
業
人
」
制

度
を
活
用
し
、
民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
積
極
的
に
生
か
し
ま
す
。

▼
モ
デ
ル
校
を
中
心
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
機

器
や
Ｗワ

イ

フ

ァ

イ

ｉ

－

Ｆ
ｉ
（
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
）
の

導
入
を
図
り
ま
す
。

▼
２
０
２
０
年
度
か
ら
小
中
学
校
で
必
須

化
さ
れ
る
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

快
適
な
教
育
環
境
づ
く
り

▼
市
内
全
て
の
小
中
学
校
・
公
立
幼
稚
園

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
着
手
し
ま
す
。

歴
史
文
化
の
保
全
・
活
用

▼
小
松
温
芳
図
書
館
を
改
修
し
、
貴
重
な

歴
史
資
料
を
保
存
管
理
し
活
用
で
き
る

環
境
を
整
え
ま
す
。

活
力
あ
ふ
れ
る 

産
業
振
興
の
ま
ち
づ
く
り

農
業
の
振
興

▼
「
総
合
６
次
産
業
都
市
」
の
実
現
と
農

地
の
フ
ル
活
用
に
向
け
、
ほ
場
整
備
を

は
じ
め
と
す
る
基
盤
整
備
事
業
の
着
実

な
推
進
と
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
、

産
地
化
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
総
務
省
の
「
地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
」
制
度
を
活
用
し
、
農
村
起
業
家
や

農
業
経
営
者
の
育
成
・
強
化
対
策
と
し

て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
を
通
じ
、

農
業
生
産
力
の
復
興
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

▼
繁
忙
期
の
就
農
体
験
や
、
市
内
先
進
農

家
な
ど
で
の
短
期
就
農
研
修
に
よ
り
市

外
か
ら
就
農
希
望
者
を
呼
び
込
み
、
既

存
施
策
と
現
場
の
育
成
機
能
を
連
動
さ

せ
、
よ
り
効
果
的
な
新
規
就
農
者
の
確

保
・
育
成
に
努
め
ま
す
。

３
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林
業
の
振
興

▼
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
で
木
材
需
要

が
飛
躍
的
に
拡
大
し
、
林
業
の
活
性
化

と
雇
用
創
出
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

公
共
施
設
へ
の
積
極
的
な
活
用
な
ど
利

用
促
進
に
取
り
組
み
、
林
業
の
６
次
産

業
化
を
目
指
し
ま
す
。

も
の
づ
く
り
産
業
の
振
興

▼
ベ
ト
ナ
ム
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク

や
大
阪
事
務
所
を
活
用
し
、
市
内
中
小

企
業
の
国
内
外
に
お
け
る
新
事
業
展
開

や
、
市
場
開
拓
を
支
援
し
ま
す
。

▼
新
居
浜
市
・
四
国
中
央
市
と
の
「
も
の

づ
く
り
３
市
」
で
連
携
し
、
合
同
企
業

説
明
会
の
開
催
な
ど
、
雇
用
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

▼
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
技
術
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ

な
ど
の
地
域
産
業
資
源
を
活
用
し
た
、

成
長
性
の
高
い
新
分
野
で
の
事
業
展
開

を
目
指
す
企
業
を
重
点
的
に
支
援
し
、

新
た
な
産
業
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

▼
起
業
型
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活

用
し
、
都
市
部
な
ど
か
ら
経
験
や
ア
イ

デ
ア
を
有
す
る
起
業
家
を
誘
致
し
、
本

市
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た
「
未
来
の

産
業
」
に
な
り
得
る
事
業
を
創
出
し
、

起
業
の
実
現
に
つ
な
げ
ま
す
。

観
光
産
業
の
創
出

▼
石
鎚
山
系
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
創
造
に
向

け
て
久
万
高
原
町
、
高
知
県
い
の
町
、

同
県
大
川
村
と
連
携
し
、
石
鎚
山
系
の

一
元
的
な
窓
口
と
な
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
開
設
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

▼
「
石
鎚
山
系
の
玄
関
口
」
を
目
指
し
、

石
鎚
山
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
㈱
モ
ン
ベ
ル
と
連
携
し
て

進
め
ま
す
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

▼
地
域
住
民
の
誇
り
や
愛
着
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
な
ど
に
対
す
る
効
果
的
な
売
り

込
み
で
、
本
市
の
知
名
度
向
上
を
図
り

ま
す
。

ロ
ー
カ
ル
フ
ァ
ン
ド
の
創
設

▼
ロ
ー
カ
ル
フ
ァ
ン
ド
（
ふ
る
さ
と
基
金
）

創
設
を
目
指
す
第
一
歩
と
し
て
、
既
存

の
補
助
金
制
度
の
一
部
を
活
用
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
投
資
を
募
り
事
業
実

施
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
パ
ク
ト
・

ボ
ン
ド
（
成
果
連
動
型
補
助
金
制
度
）

を
試
行
的
に
導
入
し
ま
す
。

平成30年度　施政方針

３月に竣工したＣＬＴ生産工場

リニューアルを進めるハイウェイオアシス

道前クリーンセンターの更新整備に着手

石鎚クライミングパークに人工壁を整備

※施政方針の全文は市ホーム
ページに掲載しています。

写真：考古歴史館からの眺望5 広報さいじょう　2018　4月号
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　「
広
報
さ
い
じ
ょ
う
」
を
５
月
号
か
ら
全
面

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
だ

け
で
な
く
、
西
条
の
魅
力
を
発
見
で
き
る
よ
う

な
内
容
も
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
特
に
若
い
世

代
に
も
市
政
や
ま
ち
づ
く
り
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
い
、
ま
ち
を
好
き
に
な
れ
る
よ
う
な
紙
面

を
目
指
し
ま
す
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
も
読
者
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
よ
り
良
い

広
報
紙
と
な
る
よ
う
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

「
広
報
さ
い
じ
ょ
う
」を

　単なる行政情報のお知らせにとどま
らず、市民の顔やまちの魅力を紙面に
出し、「西条に住み続けたい」と思え
るような広報紙を目指します。

５
月
号
か
ら

楽
し
み
と
発
見
の
あ
る
毎
日
を

コンセプトは

暮らしに役立つ。
西条を好きになる！

どのように
変わるの？

表紙ロゴ・紙面デザインが変わります

巻頭の特集を充実させます

フルカラーで見やすくなります

より読みやすい書体を使います

情報を見つけやすくなります

若い世代にも関心を持ってもらえるようなデザインにします。

知りたいことが探しやすくなるよう
紙面構成を見直します。

見やすく判別しやすいユニバーサルデザイン
フォントを使用します。

知らなかったことに気付き、新しい行動に
つながるような特集を掲載します。

写真を多用することで視覚に訴え、
読みたくなる紙面にします。

問合せ　市庁舎本館４階
　シティプロモーション推進課
　℡0897ー52ー1204

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す

新しい紙面を紹介します

ちょっとだけ

西条まちびと物語
市内で頑張っている人を紹介する新し
いコーナーを、裏表紙に掲載します。

インフォメーションサロン
情報の分類を見直し、タイトルを目立たせ
たデザインで探しやすくします。

健康ひろば
大人の健康づくりに役立つ情報や、当
番病医院案内をまとめて提供します。

子育てひろば
これまでバラバラになっていた子育て世代
に役立つ情報を、まとめて提供します。

※紙面はイメージです

広報さいじょうが
あなたのスマホに

　スマートフォンやタブレット
端末で広報紙が読める無料アプ
リです。毎月、広報紙が発行さ
れるとお知らせが届きます。

ウェブで記事チェック

　広報紙に掲載された記事がイ
ンターネットで閲覧できます。

7 広報さいじょう　2018　4月号

　
こ
の
た
び
、
次
の
方
が
叙
勲
の
栄
誉
に

輝
か
れ
ま
し
た
。

◆
瑞
宝
双
光
章
（
電
気
通
信
事
業
功
労
）

　
青
野
貞
友
氏
（
神
拝
甲
）

　
昭
和
23
年
か
ら
38
年
余
の
長
き
に
わ
た

り
電
気
通
信
事
業
の
労
務
厚
生
に
携
わ
り
、

こ
の
間
、
電
電
公
社
松
山
逓
信
病
院
事
務

長
等
の
要
職
を
歴
任
。
職
員
と
そ
の
家
族

の
た
め
の
逓
信
病
院
を
一
般
開
放
す
る
た

め
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
次
の
方
々
が
、
平
成
29
年
度

愛
媛
県
政
発
足
記
念
日
知
事
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　
花
王
㈱
か
ら
、
昨
年
11
月
26
日
に
開
催

の
「
花
王
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
in
西

条
　
千
住
真
理
子
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
リ
サ

イ
タ
ル
」
の
収
益
金
が
寄
付
さ
れ
、
市
内

小
学
校
で
音
楽
機
材
な
ど
の
購
入
費
に
充

て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成
21
年

度
以
降
、
こ
れ
ま
で
に
５
度
の
寄
贈
・
寄

付
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
音
楽
活
動
に

支
援
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

子ども用
ライフジャケット
無料レンタル

ご利用ください！
全国初の

ライフジャケットレンタルステーション
　４月１日㈰から、子ども用ライフジャケットを無料で借りられる
「ライフジャケットレンタルステーション」がスタートします。貸し
出しは東・西消防署で受け付けます。
　平成24年に加茂川の急な増水で亡くなられた吉川慎之介さん（当
時５歳）の事故を契機として、ご遺族を中心に設立された一般社団法
人吉川慎之介記念基金から、昨年ライフジャケットを寄贈いただきま
した。レンタルステーションでは、このライフジャケットを皆さんに
無料で貸し出します。

■ライフジャケットのサイズ
○Ｓサイズ（小学校低学年用）
○Ｌサイズ（小学校高学年～中学生用）
■対象　市内に在住または在学する幼児・

児童・生徒の保護者、またはそれ
らの活動を引率・監督する成人

■貸出場所
○東消防署（℡0897－55－0119）
○西消防署（℡0898－68－0119）
※数量に限りがあります。貸出状況は、各
消防署へお問い合わせください。
■貸出・返却時間　９時～17時
■貸出期間　原則１週間以内
■問合せ　市庁舎新館４階　学校教育課
　　　　　℡0897－52－1640

かけがえのない子ど
もの命を守るため、
水辺で活動する際は
ぜひご活用を！

※消防署にライフジャケット
レンタルステーションを設
置するのは、全国初の取り
組みです。

瑞宝双光章
電気通信事業功労

青野貞友氏

社会福祉功労
（現）県遺族会
　　評議員

妻鳥清孝氏
（飯岡）

建設功労
（元）県建設業協会
　　理事

尾野　稔氏
（中西）

▲２月13日に花王サニタリープロダク
ツ愛媛㈱から目録が贈呈

栄
典
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

県
政
発
足
記
念
日

知
事
表
彰

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た



8広報さいじょう　2018　4月号

さんぶんへ

４月29日㈰は

第 1 8 回　産業文化フェスティバル

同時開催　健康ふれ愛フェスティバル

　　　　　福祉フェスティバル

美
味
し
い
！
楽
し
い
！
い
っ
ぱ
い
学
べ
る
！

産
業
・
文
化
・
健
康
・
福
祉
　
春
の
祭
典

※

雨
天
決
行

❶ふれあい茶会

❷ぼうさいじょと一緒に体験してみよう！

　市民活動ＰＲ！ in ＳＳＣ

❸市民綱引き大会 with 懐かしの商店街

　いつか見た遊び場　　９時～13時

❹パフォーマンスイベント（ダンスなど）

❺紙切り体験コーナー　10時～15時

❻ふれあいエコ広場

　衣類・古布・小型家電の回収。詳しくは、28ページに掲載。

❼お仕事発見コーナー

❽西条商工会議所青年部ＰＲコーナー

❾西条グルメ通り

10農林水産品即売

11「千の風」でまちづくりＰＲ（商店街フェア）

12女性起業家チャレンジショップ

13スポーツ推進委員と遊ぼう！

1421ものづくり体験教室

15国際交流カフェ

16ゆかしまるしぇ。

1720フリーマーケット

18栄町上組バルーンとおはぎ作り無料体験
　（商店街フェア）

19ダンボールコンポスト講習会　11時～　13時～

　生ごみをたい肥にするダンボールコンポストを作ります。
　定員：各10人（先着順）　　申込期限：４月20日㈮
　申込先：市庁舎新館２階　環境衛生課　TEL0897－52－1338

21登道つきたてお餅のふるまい（商店街フェア）

　実演そば打ち販売

22働く車試乗会　　10時～13時

23ミニＳＬ乗車会　10時～12時　13時～15時

　料金：小学生以上100円　　※雨天中止
　※未就学児は無料ですが、保護者の同乗（有料）が必要です。

産業文化フェスティバル
問合せ　産業文化フェスティバル実行委員会事務局　市庁舎新館２階　産業振興課　TEL0897－52－1490

日
時　

４
月
29
日
㈰
　
９
時
〜
15
時

場
所　

西
条
商
店
街
周
辺

　
　
　
鉄
道
歴
史
パ
ー
ク
in
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ

　
　
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

9 広報さいじょう　2018　4月号

○健康度チェックコーナー

○栄養に関する展示・相談コーナー

○食生活改善に関する展示・試食コーナー

○はり・きゅう相談コーナー

○歯と口の健康相談コーナー

○給食まつり

○ふれ愛バザー

○福祉協力校活動展

○ボランティア体験・相談

○高齢者疑似体験・車いす体験

○介護・福祉相談

○ふれあい・いきいきサロン活動展示・販売

○チャリティーバザー（うどん、喫茶、のみの市など）

　のみの市開催時間：11時～12時30分
　【のみの市販売品募集】　余剰品（未使用）をご提供ください。
　　受付期限：４月20日㈮　 受付場所：社会福祉協議会各支所

19　健康ふれ愛フェスティバル
　　問合せ　中央保健センター　TEL0897－52－1215

19　福祉フェスティバル
　　問合せ　社会福祉協議会　TEL0898－64－2600

西条
高等学校 市役所

マックスバリュ
西条神拝店
２階駐車場

マックスバリュ前

フジグラン西条
北側駐車場

西条
郵便局

交番

西条北
中学校

西条
図書館

総合
文化会館

産業情報
支援センター

駅
前
本
通
り

ＪＲ
伊予西条駅

古川玉津
橋線

⑲
総合福祉
センター

㉒㉓
鉄道歴史
パーク

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

１

２

４
３ ５

７

12

15

17

18

20
21

16

11

13

14

８ ９ 10

６

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

さんぶん会場案内図

移動は便利な
無料巡回シャトルバス！
運行時間　９時～15時40分
　　　A→Eの停留所を２台のバス
　　　が巡回します。１周約40分。

※会場周辺の駐車場は限られていま
　す。公共交通機関をご利用くださ
　い。路上駐車や近隣店舗への無断
　駐車は固くお断りします。

商
店
街
各
所
で
「
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
」
を
開
催
！

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
豪
華
景
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

市役所前

※イベント内容は一部変更
　となる場合があります。



参
加
資
格

　
自
己
の
健
康
状
態
に
責
任
を
持
ち
、
完
歩
す

る
こ
と
が
で
き
る
方
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
）

参
加
定
員

　
１
０
０
０
人
程
度

※

大
会
実
施
に
支
障
が
あ
る
場
合
は
、
参
加
者

数
を
制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
料

　
無
料
（
送
迎
バ
ス
利
用
料
は
実
費
負
担
）

申
込
方
法

　
申
込
先
に
あ
る
申
込
書
（
コ
ピ
ー
可
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
可

申
込
期
限

　
４
月
12
日
㈭
　
17
時
必
着

申
込
先

▼
窓
口
で
の
受
付

○
市
庁
舎
新
館
２
階
　
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

○
各
総
合
支
所
　
総
務
課

○
各
公
民
館

▼
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
受
付

○
郵
送
の
宛
先

　
〒
７
９
３

－

８
６
０
１
　
明
屋
敷
１
６
４

　
西
条
市
役
所
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
　
宛

○
フ
ァ
ク
ス
番
号

　
０
８
９
７

－
５
２

－

１
３
８
６

○
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　sportskenko@
saijo-city.jp

参
加
資
格
・
定
員
・
参
加
料

参
加
申
込
方
法

５月20日㈰　受付：10時～　出発：11時～
※荒天の場合は中止します。

瓶ヶ森駐車場～土小屋第２駐車場

約10㎞コース　※昼食時間も含み約３時間の行程です。

日　時

コース

　西条市の力強いシンボル「石鎚山」を主峰とする石鎚山系の壮大な景色を
楽しみながら、健康づくりにもつなげるウォーキングイベント。
　高地での運動はエネルギー消費が増大し、平地よりも高い健康増進効果が
得られるといわれています。石鎚山系の大自然で心と体を癒やしませんか。

石鎚山系元気ウォーキング大会

澄んだ空気と壮大な景観で

心と体をリフレッシュ。

問合せ　市庁舎新館２階
　　　　スポーツ健康課
　　　　℡0897－52－1255
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○
高
地
の
た
め
、
突
然
の
天
候
悪
化
・
気
温
の

変
化
が
あ
り
ま
す
。
雨
具
や
防
寒
具
は
、

必
ず
携
帯
し
て
く
だ
さ
い
。

○
昼
食
、
飲
み
物
、
帽
子
、
着
替
え
、
タ
オ
ル
、

携
帯
電
話
、
携
帯
用
カ
イ
ロ
な
ど
も
各
自

で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

○
万
全
の
健
康
管
理
の
も
と
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

○
大
会
中
の
事
故
・
負
傷
な
ど
へ
の
補
償
は
、

主
催
者
が
加
入
し
て
い
る
保
険
の
範
囲
内
と

し
、
応
急
処
置
後
の
処
理
に
つ
い
て
は
一
切

責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

　
会
場
へ
の
移
動
は
、
原
則
送
迎
バ
ス
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

バ
ス
利
用
料

　
中
学
生
以
上
　
２
０
０
０
円

　
小
学
生
　
　
　
１
０
０
０
円

※

幼
児
は
無
料
で
す
。
利
用
料
は
、
お
釣
り
の

な
い
よ
う
に
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

バ
ス
乗
車
場
所
・
出
発
時
間

　
①
西
条
市
役
所
本
庁
　
８
時
40
分

　
②
東
予
総
合
支
所
　
　
８
時

　
③
丹
原
総
合
支
所
　
　
８
時

　
④
小
松
総
合
支
所
　
　
８
時

自
家
用
車
で
の
現
地
集
合
　

　
自
家
用
車
で
の
現
地
集
合
も
で
き
ま
す
が
、

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
先
着

80
台
で
す
。
希
望
者
は
、
必
ず
申
し
込
み
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

準
備
物
・
注
意
事
項

送
迎
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

瓶ヶ森を背にいよいよスタートです！

早速、石鎚山が出迎えてくれました。

高知に向けて眼下に広がる山々。森林浴と山の花々を楽しみます。加茂川源流の碑。ゴールはあと少し!?

ゴール後のお楽しみ

▲

記念品進呈。完歩者には完歩証も。

▲

特産品無料サービス

　いの町本川地区特産「キジ汁」

　大川村特産「はちきん地鶏のから揚げ」

▲

地元物産販売（いの町、大川村、久万高原町、西条市）

ＳｔａｒｔＳｔａｒｔ

目前に子持権現山が。

中継点（約４㎞）での石鎚山眺望
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老
人
ク
ラ
ブ
と
は
？

　
地
域
を
基
盤
と
す
る
高
齢
者
の
自
主
的
な

組
織
で
す
。
仲
間
づ
く
り
を
通
し
て
、
生
き

が
い
と
健
康
づ
く
り
、
生
活
を
豊
か
に
す
る

楽
し
い
活
動
を
行
い
ま
す
。
知
識
や
経
験
を

生
か
し
て
、
諸
団
体
と
共
同
し
て
地
域
を
豊

か
に
す
る
社
会
活
動
に
取
り
組
み
、
明
る
い

長
寿
社
会
づ
く
り
、
保
健
福
祉
の
向
上
を
目

指
し
ま
す
。

　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方
が
対
象
で
す
が
、

60
歳
未
満
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

ク
ラ
ブ
の
魅
力
は
？

○ 

住
ん
で
い
る
地
域
で
、
声
を
か
け
励
ま
し

合
う
友
人
が
で
き
ま
す
。

○ 

健
康
の
保
持
・
増
進
や
、
生
き
が
い
づ
く

り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○ 
知
識
や
経
験
を
生
か
し
、
社
会
活
動
へ
の

参
画
と
貢
献
が
で
き
ま
す
。

○
心
の
安
ら
ぎ
と
充
実
感
が
得
ら
れ
ま
す
。

ク
ラ
ブ
の
活
動
内
容
は
？

○ 

健
康
づ
く
り
活
動
　
わ
な
げ
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
、
ダ
ー
ツ
な
ど

○ 

趣
味
づ
く
り
活
動
　
カ
ラ
オ
ケ
、
手
芸
、

囲
碁
、
将
棋
、
菊
づ
く
り
な
ど

○ 

ふ
れ
あ
い
活
動
　
研
修
旅
行
、
子
ど
も
と

の
ふ
れ
あ
い
教
室
な
ど

○ 

教
養
活
動
　
料
理
、
法
律
、
健
康
、
交
通

安
全
、
防
災
な
ど

○ 

社
会
奉
仕
活
動
　
清
掃
奉
仕
活
動
、
花
づ

く
り
活
動
、
訪
問
活
動
な
ど

老
人
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
募
集
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
近

く
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
か
、
左
記
事
務
局
ま

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

○ 

西
条
市
（
兼
西
条
地
区
）
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
事
務
局

　（
市
庁
舎
本
館
１
階
　
高
齢
介
護
課
内
）

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

○
東
予
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

　（
東
予
総
合
支
所
　
市
民
福
祉
課
内
）

℡
０
８
９
８

－

６
４

－
２
７
０
０

○
丹
原
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

　（
丹
原
総
合
支
所
　
市
民
福
祉
課
内
）

℡
０
８
９
８

－
６
８

－

７
３
０
０

○
小
松
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

　（
小
松
総
合
支
所
　
市
民
福
祉
課
内
）

℡
０
８
９
８

－

７
２

－

２
１
１
１

西
条
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

老
人
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
ま
せ
ん
か

　体力の低下や日常生活に支援が必要と感じるな

ど、気になることがあればご相談ください。市が

行う「介護予防・日常生活支援総合事業」や「介

護予防サービス」の利用を支援します。

介護予防を支援します

地域包括支援センター

サブセンター西部

（新設）

東予・

丹原・小松

東予総合支所１階

市民福祉課隣

TEL0898－64－5613

新たに地域の身近な
　　　　　高齢者総合相談窓口を開設

東予・丹
原・

小松地区

担当地区

※開設日時：月～金曜日（祝日除く）８時30分～17時15分

場所・問合せ名称

地域包括支援センター 西条

市庁舎本館１階

高齢介護課内

TEL0897－52－1412

　４月２日㈪から、東予・丹原・小松地区にお住まいの方
がより利用しやすくなるよう、新たに「地域包括支援セン

ターサブセンター西部」を東予総合支所内に開設します。

地域包括支援センターでは、保健師、社会福祉士、主任介

護支援専門員などが中心となり、お互いに連携をとってチ

ームとして活動し、地域で

暮らす高齢者の介護・福祉

・健康・医療などを総合的

に支えています。高齢者に

関する悩み・困り事など、

お気軽にご相談ください。

地域包括支援センターの役割

さまざまな相談に対応します

　介護や福祉・医療に関する事、どこに相談した

らいいか分からない心配事や悩みについて、お気

軽にご相談ください。

適切なサービスを提供できるように支援します

　高齢者一人一人の心身の状態や生活環境の変化

などにおけるさまざまな問題を解決するため、関

係機関のネットワークを利用して支援します。包

括的・継続的なケアマネジメントを実現するため

介護支援専門員に対する後方支援を行います。

高齢者の権利を守ります

　高齢者の人権や財産を守るために必要な援助や

虐待の早期発見・防止に努めています。

サブセンター西部
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2
月
20
日
、
飯
岡
校
区
連
合
自
治
会
と
飯

岡
校
区
自
主
防
災
会
で
は
「
自
分
た
ち
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
決
意
の
も

と
、
災
害
時
の
協
力
体
制
に
混
乱
が
生
じ
な

い
よ
う
、
共
助
の
た
め
の
共
通
ル
ー
ル
「
飯

岡
地
区
防
災
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
近
い
将
来
に
発
生
が
危
惧
さ
れ

て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
大
規

模
災
害
に
備
え
、
自
ら
が
自
分
の
身
を
守
る

「
自
助
」
と
、
普
段
か
ら
顔
を
合
わ
せ
て
い

る
地
域
住
民
ど
う
し
の
助
け
合
い
「
共
助
」

に
よ
っ
て
防
災
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
に
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
で
す
。

　
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
消
防
な
ど
の

公
的
防
災
機
関
に
よ
る
救
助
活
動
な
ど
に
は

限
界
が
あ
り
、
全
て
の
地
域
に
救
助
が
行
き

届
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
阪
神
淡
路
大

震
災
で
は
、
倒
壊
し
た
家
屋
か
ら
救
出
さ
れ

た
人
の
約
8
割
は
、
家
族
や
近
隣
住
民
に
よ

っ
て
救
出
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
策
定
委
員

会
で
地
域
の
課
題
の
洗
い
出
し
や
対
策
の
検

討
を
行
い
、
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
で
地
域

の
危
険
箇
所
・
課
題
の
調
査
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　
今
後
は
、
本
計
画
に
沿
っ
て
「
死
ぬ
な
！

逃
げ
ろ
！
　
助
け
ろ
！
」
を
合
言
葉
に
各
種

防
災
活
動
・
訓
練
な
ど
を
行
い
、
地
域
住
民

の
防
災
意
識
を
高
め
、
地
域
の
力
で
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

西
条
市
連
合
自
治
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

飯
岡
地
区
で
地
区
防
災
計
画
を
策
定

―
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
―

▲計画の策定委員会には地域住民が参加

自
治
会
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
！

　
自
治
会
は
地
域
の
一
部
の
人
だ
け
で
運
営

す
る
も
の
で
も
、
一
部
の
人
だ
け
の
た
め
に

あ
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
が
住

み
よ
い
地
域
を
み
ん
な
で
つ
く
っ
て
い
く
た

め
の
自
治
会
に
、
あ
な
た
も
ぜ
ひ
ご
加
入
く

だ
さ
い
。

○ 

自
治
会
へ
加
入
さ
れ
る
と
き
は
、
お
住
ま

い
の
地
区
の
自
治
会
長
へ
直
接
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

○ 

自
治
会
や
自
治
会
長
が
分
か
ら
な
い
と
き

は
、
近
所
の
方
な
ど
に
お
尋
ね
に
な
る
か

左
記
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

○ 

お
住
ま
い
の
地
区
に
既
存
の
自
治
会
が
な

い
と
き
は
、
新
た
に
自
治
会
を
結
成
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

自
治
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

○ 

西
条
市
連
合
自
治
会
事
務
局

　 （
市
庁
舎
本
館
３
階
市
民
協
働
推
進
課
内
）

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
６
２

○ 

同
東
予
支
部
事
務
局

　（
東
予
総
合
支
所
　
総
務
課
内
）

℡
０
８
９
８

－

６
４

－

２
７
０
０

○ 

同
丹
原
支
部
事
務
局

　（
丹
原
総
合
支
所
　
総
務
課
内
）

℡
０
８
９
８

－

６
８

－

７
３
０
０

○ 

同
小
松
支
部
事
務
局

　（
小
松
総
合
支
所
　
総
務
課
内
）

℡
０
８
９
８

－

７
２

－

２
１
１
１

お
互
い
の
親
交
を
深
め

よ
り
よ
い
地
域
を
つ
く
ろ
う

　
自
治
会
と
は
、
一
定
の
地
域
に
住
む
皆
さ

ん
が
自
分
の
地
域
の
こ
と
を
考
え
、
お
互
い

に
支
え
合
い
な
が
ら
、
住
み
よ
い
地
域
社
会

を
つ
く
る
た
め
に
組
織
さ
れ
た
自
主
的
な
組

織
で
す
。
市
内
に
は
、
約
５
５
０
の
自
治
会

が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
、
親
睦
行
事
を
通
じ
て
お
互
い
の
親
交
を

深
め
、
地
域
の
生
活
環
境
の
改
善
に
取
り
組

む
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
主
的
な
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

地
区
防
災
計
画
と
は

　
一
定
の
地
区
に
お
住
ま
い
の
住
民
が
行
う

自
発
的
な
防
災
活
動
な
ど
に
つ
い
て
の
計
画

で
す
。
自
分
た
ち
の
地
域
の
生
命
、
財
産
を

守
る
た
め
に
、
主
に
共
助
（
助
け
合
い
）
に

つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

▲防災タウンウォッチングの結果報告会
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木造住宅の耐震診断・耐震改修

をしませんか

南海トラフ巨大地震などの大規模地震に備えて

　地震に対する住宅の安全性向上を図るため、

木造住宅の耐震診断・耐震改修を支援します。

昭和56年５月以前に着工された

木造住宅にお住まいの皆さん、

3,000円から耐震診断が実施可能です！

耐震診断の技術者を派遣します！

先着80戸

先着５戸

先着40戸対象となる住宅

　昭和56年５月31日以前に着工された、２階建て以

下の一戸建て木造住宅で、延べ面積が500平方メー

トル以下のもの

●耐震診断技術者派遣制度

▷概要
　対象となる住宅の耐震診断を希望する方のご自宅

に、愛媛県木造住宅耐震診断事務所登録要綱に定め

る耐震診断技術者を派遣するものです。

▷費用
　診断結果に対する評価料　3,000円または9,720円

●補助制度

▷対象となる耐震診断
　愛媛県木造住宅耐震診断事務所の登録を受けた建

築士事務所が実施する耐震診断

▷補助金の額
　耐震診断費用の３分の２以内で限度額２万円

▷昨年度の実績
　診断費用：４万～８万円程度で平均約５万円

対象となる住宅

　市が実施する補助事業または耐震診断技術者派遣

事業による耐震診断の結果、「倒壊する可能性があ

る」「倒壊する可能性が高い」と判定された住宅で、

改修後「倒壊しない」「一応倒壊しない」と評価さ

れたもの

▷補助金の額
　改修設計費用の３分の２以内で限度額20万円

　改修工事費用で限度額90万円

　工事監理費用の３分の２以内で限度額４万円

▷代理受領制度
　耐震改修費用から補助金額を差し引いた額を申請

者が業者に支払い、補助金は市から業者に直接支払

います。申請者が業者にいったん全額を支払う必要

がなくなり、負担が軽減されます。

▷昨年度の実績
　設計費用：27万～47万円程度で平均約33万円

　工事費用：26万～368万円程度で平均約145万円

　監理費用：６万～10万円程度で平均約７万円

　全ての費用（設計・工事・監理）

　　　合計：61万～423万円程度で平均約185万円

耐震診断
初期準備費用が最大で114万円減額！

耐震改修

　木造住宅耐震改修補助事業を利用し、耐震改修工事

を実施される方のための、優遇金利を設けたリフォー

ムローンを右の金融機関でご利用できます。

利用可能金融機関　伊予銀行、愛媛銀行、愛媛信用金

庫、東予信用金庫、百十四銀行西条支店、広島銀行伊

予西条支店、西条市農業協同組合、周桑農業協同組合

リフォームローン優遇措置

申込期間４月10日㈫～平成31年１月10日㈭

問合せ　

○市庁舎新館３階　建築審査課

　TEL0897ー52ー1554

○各総合支所

　建設管理課

※電話番号は

　15ページと同じ
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狂
犬
病
は
、
国
内
で
の
感
染
は

50
年
以
上
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
近
隣
諸
国
で
は
感
染
が
報
告

さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
人
間
を
含

む
哺
乳
類
に
共
通
の
感
染
症
で
、

発
症
す
る
と
治
療
法
は
な
く
死
に

至
り
ま
す
。
世
界
中
で
は
年
間
約

５
万
５
千
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
人
間
へ
の
感
染
経
路
に
な
る

可
能
性
が
最
も
高
い
犬
の
感
染
防

止
が
必
要
で
す
。

飼
い
犬
の
登
録
制
度

　
生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
は
、

法
律
で
登
録
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
犬
が
死
亡
し
た
と
き
、

犬
の
所
在
地
や
飼
い
主
の
住
所
が

変
わ
っ
た
と
き
な
ど
は
、
そ
の
つ

ど
市
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
に
は
、
年

１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
法
律

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

受
付
方
法

○
登
録
済
み
の
犬

　
注
射
時
に
、
市
か
ら
送
付
さ
れ

た
通
知
書
（
は
が
き
）
を
必
ず
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
な
い
場
合
は
手

続
き
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
登

録
内
容
に
誤
り
が
あ
れ
ば
朱
書
き

で
訂
正
し
、
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

○
新
規
登
録
の
犬

　
初
め
て
登
録
す
る
犬
は
、
可
能

な
限
り
の
情
報
を
記
し
た
メ
モ
を

受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

予
防
注
射（
集
合
注
射
）を

受
け
る
方
へ

注
射
当
日

○ 

駐
車
場
が
な
い
た
め
、
車
で
の

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

○ 

フ
ン
の
始
末
は
飼
い
主
の
責
任

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○ 

会
場
に
は
犬
を
制
御
で
き
る
人

が
お
連
れ
く
だ
さ
い
。（
大
型

犬
や
攻
撃
的
に
な
る
犬
は
、
な

る
べ
く
大
人
２
人
以
上
で
）

○ 

首
輪
・
鎖
な
ど
は
確
実
・
安
全

な
も
の
を
使
い
、
逃
走
し
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○ 

か
み
ぐ
せ
の
あ
る
犬
は
、
動
物

病
院
で
注
射
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○ 

安
全
の
た
め
、
小
さ
な
お
子
さ

ん
の
同
行
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

注
射
を
受
け
る
と
き

　
次
に
該
当
す
る
犬
は
、
注
射
を

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

事
前
に
会
場
の
獣
医
師
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

○
妊
娠
し
て
い
る
犬

○
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
犬

○ 

最
近
、
他
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

受
け
た
犬

○ 

フ
ィ
ラ
リ
ア
の
予
防
接
種
を
し

て
い
な
い
犬

○ 
過
去
に
注
射
な
ど
で
ア
レ
ル
ギ

ー
反
応
な
ど
が
あ
っ
た
犬

注
射
後
の
注
意

　
注
射
後
２
〜
３
日
は
安
静
に
努

め
、
激
し
い
運
動
、
交
配
、
入
浴
、

シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
は
お
避
け
く
だ

さ
い
。

　
注
射
を
し
た
後
、
ま
れ
に
ア
レ

ル
ギ
ー
反
応
（
顔
が
は
れ
る
、
か

ゆ
が
る
）
や
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

反
応
（
ふ
る
え
・
け
い
れ
ん
・
失

禁
）
な
ど
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、

速
や
か
に
獣
医
師
の
診
断
を
お
受

け
く
だ
さ
い
。

犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
を

　
　お
忘
れ
な
く
！

登録と予防注射の日程・会場は次のページに掲載

　市から送付した通知書（はがき）をお持

ちになり、最寄りの動物病院で必ず狂犬病

予防注射を受けてください。その際、注射

済票の交付を受けてください。

■市内の動物病院

○池内動物病院（神拝甲）

　TEL0897－56－9499

○下町動物診療所（大町）

　TEL0897ー55－2104

○高木動物病院（福武甲）

　TEL0897－53－3020

○竹内動物病院（三津屋）

　TEL0898－65－4750

○さいき犬猫病院（三津屋南）

　TEL0898－76－1215

○志川犬猫診療所（丹原町志川）

　TEL0898－73－2239

○永井ペットクリニック（小松町南川）

　TEL0898－72－5172

○市庁舎新館２階

　環境衛生課　　　TEL0897－52－1338

○東予総合支所

　市民福祉課　　　TEL0898－64－2700

○丹原総合支所

　市民福祉課　　　TEL0898－68－7300

○小松総合支所

　市民福祉課　　　TEL0898－72－2111

集合注射に来場できない方へ

問合せ

　
飼
い
犬
の
登
録
と
、
平
成
30
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
（
集

合
注
射
）
を
実
施
し
ま
す
。
飼
い
主
の
方
は
、
最
寄
り
の
会

場
で
必
ず
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

○登録料金　１頭　3,000円

○注射料金　１頭　3,000円
　（注射済票550円を含む）
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場　　所 時　間 場　　所 時　間 場　　所 時　間

喜多台遊園地 筋違集会所 9 00～ 9 15

明理川集会所 ＪＡ周桑旧光下田出張所 9 25～ 9 50

東予総合支所壬生川別館前
（前シルバー人材センター駐車場）

辻堂集会所 10 00～10 10

今井集会所 10 20～10 35

畜産場跡

新宮・藤木集会所 9 00～ 9 50

一本松集会所 10 10～11 00

新屋敷集会所 11 20～12 00

岡村集会所 13 10～14 00

小松公民館 14 20～15 00

小松総合支所 15 20～16 00

10 45～11 05壬生川公民館

旧丹原公民館 11 15～11 45フジボウ愛媛㈱

玲音荘・白雲荘前 徳能出作集会所 13 15～13 25

市営古田新出住宅前 13 35～13 50ＪＡ周桑多賀支所前

願連寺集会所 14 00～14 20多賀公民館

池田集会所 14 30～14 50北条新田公園駐車場

妙口原集会所 9 00～ 9 50

小松体育館 10 10～10 30

大開団地集会所 10 50～11 10

北川集会所 11 30～12 00

南川集会所 13 20～14 30

川原谷集会所 14 50～15 20

広江　徳蔵寺

今在家　三保神社

吉井公民館

石田集会所

周布公民館

吉田集会所

安井集会所 9 10～ 9 40

明穂集会所 10 00～10 20

西大頭集会所 10 40～11 20

大郷集会所 11 40～12 00

妙口集会所 13 20～13 50

小松農村環境改善センター 14 00～14 30

長田会堂

▼東予地区

▼小松地区 ▼東予地区 ▼丹原地区

東予総合支所

大野集会所 9 00～ 9 20

庄内公民館 9 30～ 9 50

兼久集会所 9 00～ 9 20

林集会所 9 30～ 9 45

高松集会所 9 55～10 15

川根西集会所 10 25～10 35

川根東集会所 10 45～10 55

古田集会所 11 05～11 25

徳能　瑞巌寺 11 35～11 45

高知集会所 13 15～13 35

徳田公民館 13 45～14 05

久妙寺集会所 14 15～14 30

市営御陣家住宅駐車場 14 40～14 50

河之内集会所 10 00～10 20

白金団地入口 15 00～15 10

本谷温泉館駐車場

土居集会所

10 30～10 40

9 00～ 9 15

福成寺会堂

綾延神社

10 50～11 10

9 25～ 9 45

実報寺会堂

北野・国広集会所

11 20～11 40

9 55～10 10

黒谷会堂

田野公民館

13 00～13 10

10 20～10 50

三芳　光明寺

中長野集会所

13 40～14 10

11 00～11 15

三芳公民館

西長野集会所

14 20～14 50

11 25～11 45

六反地消防団

ポンプ蔵置所前

明穂集会所

15 00～15 20

13 15～13 30

寺尾集会所 13 40～13 55

新市集会所

中川公民館

9 20～ 9 50

14 05～14 35

国安上消防団

ポンプ蔵置所前

関屋集会所

10 00～10 30

14 45～15 05

田滝集会所 15 15～15 30

国安上　渡辺食品店

東三差路

桜樹公民館

10 40～11 10

8 50～ 9 00

臼坂集会所 9 10～ 9 20

国安公民館

旧来見集会所

11 20～11 50

9 30～ 9 45

高田会堂

志川集会所

13 00～13 30

9 55～10 10

正法寺　東予農機前

寺尾集会所

13 40～14 10

10 20～10 30

ＪＡ周桑楠河支所 ▼丹原地区
中川公民館

9 00～ 9 30

10 40～10 55

成福寺消防団

ポンプ蔵置所前

保井野集会所

田滝集会所

9 40～10 00

11 05～11 20

明河集会所跡

高松集会所 11 30～11 45

六軒家集会所 桜樹公民館

田野公民館

10 10～10 30

13 15～13 35

河原津　大崎龍神社前 千原　茶堂場食堂前

綾延神社

10 50～11 20

13 45～13 55

楠浜集会所 ＪＡ周桑旧桜樹支所前

ＪＡ周桑旧光下田出張所

11 30～11 50

14 05～14 20

上市　鈴木商店前 臼坂集会所

今井集会所

13 00～13 20

14 30～14 45

広岡　楠の木 旧来見集会所

久妙寺集会所

13 30～13 50

14 55～15 05

石延　布都神社前 湯谷口集会所

徳田公民館

14 00～14 20

15 15～15 30

新町会堂 楠窪　伊藤商店前

池田集会所

14 30～14 50

15 40～15 55

大影会堂 志川集会所

願連寺集会所

15 00～15 20

16 05～16 20

丹原総合支所

9 30～10 10

10 20～10 50

11 10～11 50

13 00～13 50

14 00～14 30

9 00～10 00

10 10～11 10

11 20～11 50

13 00～13 30

13 40～14 00

14 10～14 40

14 50～15 20

9 00～10 00

10 10～10 50

11 00～11 40

12 50～14 50

9 30～ 9 40

9 50～10 00

10 15～10 35

10 45～10 55

11 10～11 20

11 30～11 45

13 15～13 50

14 00～14 15

14 40～14 50

15 10～15 30 16 30～17 00

４
月
１
日
㈰

４
月
９
日
㈪

４
月
18
日
㈬

４
月
20
日
㈮

４
月
22
日
㈰

４
月
19
日
㈭

４
月
３
日
㈫

４
月
10
日
㈫

周布公民館

吉田集会所

石田集会所

吉井公民館

多賀公民館

壬生川公民館

喜多台遊園地

国安公民館

新市集会所

新町会堂

吉岡公民館

庄内公民館

福成寺会堂

三芳　光明寺

三芳公民館

ＪＡ周桑楠河支所

河原津　大崎龍神社前

9 00～ 9 15

9 25～ 9 35

9 45～ 9 55

10 05～10 20

10 30～10 50

11 00～11 15

11 25～11 35

11 40～12 00

13 00～13 15

13 25～13 35

13 45～14 00

14 10～14 25

14 35～14 45

14 55～15 05

15 15～15 30

15 40～16 :00

16 : 10～16 :20

４
月
15
日
㈰

４
月
11
日
㈬

４
月
17
日
㈫

４
月
４
日
㈬

４
月
５
日
㈭

４
月
６
日
㈮

４
月
２
日
㈪

平成30年度 犬登録・狂犬病予防注射日程
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平成30年度 犬登録・狂犬病予防注射日程

地蔵原集会所

場　　所 時　間 場　　所 時　間 場　　所 時　間

9 00～ 9 20

沢集会所

百軒巷自治会館 禎瑞上組遊園地

9 30～ 9 50

9 00～ 9 30

市民公園駐車場

下喜多川集会所 ＪＡ西条禎瑞支所前

10 00～10 40

9 40～10 00

駅西児童公園

八幡　荒神社

10 50～11 20

10 10～10 30

新町泉（ストーンマップ横）

高丸集会所

11 30～11 50

10 40～11 00

難波集会所 11 10～11 30

古川住宅集会所 ＪＡ西条飯岡支所 9 00～ 9 30

旧神拝漁協集荷場（古川） 東部ウイングサポート

センター（西側駐車場）

上喜多川集会所前広場 13 10～13 30

産業情報支援センター 13 40～14 00
9 40～10 10

若葉町集会所前

みんなの広場
9 00～ 9 40

福武新田集会所東側 9 50～10 20

東部ウイングサポート

センター（西側駐車場）

東予地方局西門

10 30～11 00
氷見公民館

西条神社（お旅所） 11 10～11 40

加茂町集会所前

氷見　林昌寺前

13 00～13 30

尾土居集会所

西町　大念寺 13 40～14 10

ＪＡ西条玉津支所 10 20～10 50

市庁舎駐車場 11 40～12 00

神戸公民館 13 20～14 00

橘公民館 14 10～14 40

氷見公民館 14 50～15 20

ＪＡ西条禎瑞支所前 15 30～15 50

南町集会所

氷見　お旅所

14 20～14 40

ＪＡ西条玉津支所 9 00～ 9 40

船屋集会所 9 50～10 20

天神台ハイツ 生涯学習の館 10 30～10 50

飯積神社前 11 00～11 40

下島山上組遊園地 13 00～13 20

戻川集会所 13 30～14 10

高砂町 森林管理署官舎前 14 20～14 40

西条西部公園駐車場

宮の下集会所

新兵衛集会所

蛭子集会所

▼西条地区 ▼西条地区 ▼西条地区

市庁舎駐車場

ＪＡ西条旧新堀支所

港新地集会所

野口集会所

市塚新街

ローソンひうち店北側

14 50～15 20

大谷集会所 9 00～ 9 30

所藪集会所

市塚集会所

9 40～10 00

サンハイツ自治会

水道ポンプ前
10 10～10 30

オレンジハイツ

グラウンド

野々市集会所
10 40～11 20

橘公民館

飯岡公民館 西田集会所11 30～12 00

原・西原集会所

新出集会所

神戸公民館

伊曽乃神社鳥居前

釜の口　三浦商店前グリーンハイツ集会所 15 20～15 40

グリーンハイツ

藤原商店前
14 30～15 10

飯岡西原住宅集会所 14 00～14 20

旧池の内自治会館北側 13 20～13 50

9 00～ 9 20

9 30～10 00

神拝公民館駐車場 10 10～10 40

喜多川中集会所 10 50～11 10

古川北団地　公園 11 20～11 40

13 00～13 30

13 40～14 00

八丁４班

ごみステーション横
14 10～14 30

14 40～15 00

9 00～ 9 30

9 40～10 00

10 10～10 30

10 40～11 00

11 10～11 30

13 00～13 30

13 40～14 00

14 10～14 30

妙昌寺前 9 00～ 9 20

宝蓮寺前 9 30～10 00

10 10～10 40

10 50～11 20

11 30～11 50

新堀下

県漁連海苔集荷場前
13 10～13 30

13 40～14 00

14 10～14 30

9 00～ 9 30

9 40～10 10

10 20～10 40

10 50～11 10

11 20～11 40

13 00～13 30

13 40～14 10

14 20～14 40

４
月
４
日
㈬

４
月
９
日
㈪

４
月
13
日
㈮

中之池　バス停前 9 10～ 9 30

川来須橋前 9 40～ 9 50

下津池　バス停前 10 00～10 15

藤之石集会所 10 50～11 10

千町集会所 11 20～11 40

加茂公民館駐車場 13 10～13 30

荒川　大福寺 13 50～14 10

市之川公民館 14 50～15 10

極楽寺駐車場 9 30～ 9 50

ＪＡ西条旧大保木支所前 10 00～10 20

西之川　バス停前 10 40～11 00

兎之山地区掲示板前 13 00～13 20

中寺　円山バス停前 13 30～13 50

大久保　曽我部氏宅前 14 00～14 20

舟形　バス停前 14 30～15 00

４
月
17
日
㈫

４
月
18
日
㈬

４
月
15
日
㈰

４
月
５
日
㈭

４
月
10
日
㈫

４
月
11
日
㈬

４
月
12
日
㈭

４
月
６
日
㈮

４
月
８
日
㈰

西条公民館 11 00～11 30

ペットは愛情と責任を持って最期まで飼いましょう
■放し飼いはしない！

　犬の放し飼いは条例で禁止されています。わずかな油断

で放れた飼い犬による人や他の動物への危害が発生するた

め、必ずつなぐか、ペットゲージの中で飼いましょう。

■「フン」は放置しない！

　飼い犬のフンの後始末は飼い主の責任です。散歩時はフ

ン処理用道具を携行し、放置せず必ず持ち帰りましょう。

■吠え続ける犬には「しつけ」を！

　吠え続ける犬の鳴き声は、飼い主の想像以上にうるさく

近隣に迷惑をかけることがあります。散歩によるストレス

発散や、きちんとした「しつけ」をしましょう。

■犬の遺棄は犯罪です！

　法律により飼い主は、その動物が命を終えるまで適切に

飼養する責任があり、動物を捨てると100万円以下の罰金

となります。犬を捨てると野犬を増やす原因になります。

飼い犬が産んだ子犬も、親犬の飼い主に責任があります。

増やさないのも愛情の一つです。避妊や去勢などは最寄り

の獣医師にご相談ください。やむを得ず飼い続けること

ができなくなった場合は、担当課までご相談ください。
問合せ

　○市庁舎新館２階　環境衛生課　TEL0897－52－1338

　○各総合支所　市民福祉課　※電話番号は15ページ
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あんこ作りと餅つき
　　　　　　～食文化普及講座～

　

　昨年12月24日、25日の２日間、生活研究協議会小松

支部が食文化普及講座の一環として、丹原高等学校で

生活クラブの生徒たちと一緒に、あんこ作りと餅つき

を行いました。

　生徒たちはまず、

あんこ作りにチャレ

ンジ。小豆からあん

こになるまでの工程

を学び、たくさんの

あんこ玉を作りまし

た。初めて経験した

〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　℻0898ー65ー4363東予総合支所

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　℻0898ー72ー4048小松総合支所

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　℻0898ー68ー4769丹原総合支所

支所だより 各総合支所管内での身近な出来事や話題などを紹介します

　当市国安出身の田口信教氏は

昭和47年のミュンヘンオリン

ピックに出場し、1 0 0メート

ル平泳ぎで１分４秒94という世

界新記録（当時）を樹立し、金

メダルに輝きました。日本人競

泳選手が16年ぶりに獲得した金

メダルという快挙に日本中が歓

喜しました。昭和59年に鹿児島

県の鹿屋体育大学講師に着任、

現在は名誉教授に就任していま

す。昭和62年には国際水泳殿堂入りも果たしました。

　田口氏は、中学生のころ学校にプールがなく、吉岡

地区の上市にあるため池「新池」で水泳の練習に励み

ました。平成15年にまちづくりグループ「アトリエし

まなみ」が、池の脇に顕彰の記念碑を建立しました。

記念碑の側面には「新池物語」と題し、田口氏の金メ

ダルへの歩みや、両親の言葉などが刻まれています。

　池の周辺には公園や

遊歩道も整備されてい

ます。記念碑の「新池

物語」を見て、困難や

挫折を乗り越え活躍す

る未来の自分の姿を思

い描いてみませんか。

　古田地区は、西山興隆寺の近く、周桑平野を一望で

きる丹原地域北部の傾斜地にあり、３本の縦道路を基

軸にして計画的に作られた住宅地が広がっています。

　1805（文化２）年２月１日、地区の３分の２以上を

焼失する大火災がありました。母屋と納屋などの付属

建物を合わせて133棟が全焼、牛14頭が焼死しました。

この惨状から復興するため、庄屋・芥川源吾為宣は、

自失状態に陥っていた村民たちを励まし、一丸となる

よう協力を求めました。命をかける覚悟で当時の松山

藩に援助を懇請し、復興資金を獲得しました。その資

金で、村内にある３本の縦道路に横道路を配置して区

画整備を行いました。道路沿いには防火用の水路、

各家庭には防火用水の庭池も整備し、当時としては

画期的な防災体制の整備を行いました。西山興隆寺

の光憧上人からも境内地の木材301本を援助してもら

い、家屋の復興を成し遂げました。

　何気なく通っている

道路などにもさまざま

な歴史があります。歴

史を子どもたちに伝承

するため、有志による

紙芝居などのお話し活

動が行われています。

皆さんも地域の遺跡な

どをめぐり、歴史を再

発見してみませんか。

先人の偉業　～古田の大火～

新池物語
　　～西条市名誉市民・田口信教氏～

生徒がほとんどで、楽しそうに丸めていました。

　用意された約８キロのもち米も次々と蒸され、男子

生徒が中心となってつきあげました。できた餅は一定

の大きさに丸め、あん

こ餅とよもぎ餅にして

いきました。

　臼ときねを使って餅

つきをする光景が少な

くなった今、昔ながら

の日本の風情を感じる

ことができました。生

徒たちは自分たちでつ

いた餅をおいしそうに

食べていました。

▲かつて練習に励んだ新池

▲２年前に西条市を訪

　れた田口氏

▲紙芝居を使っての伝承

▲男子生徒が大活躍！▲初めてのあんこ玉作り
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■西条市庁舎　　TEL0897－56－5151　　■東予総合支所　TEL0898－64－2700

■丹原総合支所　TEL0898－68－7300　　■小松総合支所　TEL0898－72－2111 情報最前線

市長と井戸端会議
■対象　市内各地域で活動する自治会などのグループや団体

　　　　（１グループ当たり30分から１時間程度。テーマを決めての自由討論形式）

■日時・場所　○４月24日㈫　９時～　丹原総合支所
　　　　　　　○４月25日㈬　９時～　本庁
　※５月は東予・小松総合支所で開催。開催日時は５月号に掲載します。

■参加方法　４月10日㈫までに本庁シティプロモーション推進課、または丹原総合支
　所総務課へ申し込みが必要です。各場所で先着３団体程度を予定。

■問合せ

○市庁舎本館４階

　シティプロモーション推進課

　TEL0897－52－1694

○各総合支所　総務課

市長が、市民の皆さんの声を直接お聴きします。

皆さんのご参加をお待ちしています。

※当日の様子はホームページなどに掲載予定

平
成
30
年
度
　市
税
の
納
期

固
定
資
産
税

○
第
１
期
　
５
月
１
日
㈫

○
第
２
期
　
７
月
31
日
㈫

○
第
３
期
　
10
月
１
日
㈪

○
第
４
期
　
12
月
26
日
㈬

軽
自
動
車
税

○
全
期
　
　
５
月
31
日
㈭

市
県
民
税
（
普
通
徴
収
分
）

○
第
１
期
　
７
月
２
日
㈪

○
第
２
期
　
８
月
31
日
㈮

○
第
３
期
　
10
月
31
日
㈬

○
第
４
期
　
１
月
31
日
㈭

国
民
健
康
保
険
税

○
第
１
期
　
７
月
31
日
㈫

○
第
２
期
　
８
月
31
日
㈮

○
第
３
期
　
10
月
１
日
㈪

○
第
４
期
　
10
月
31
日
㈬

○
第
５
期
　
11
月
30
日
㈮

○
第
６
期
　
12
月
26
日
㈬

○
第
７
期
　
１
月
31
日
㈭

○
第
８
期
　
２
月
28
日
㈭

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

土
地
・
家
屋
の
価
格
等
の
縦
覧

　
平
成
30
年
度
は
、
３
年
ご
と
の

評
価
替
え
の
年
度
と
な
る
た
め
、

土
地
・
家
屋
の
評
価
替
え
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
中
に
新
築
や
増
築
を

し
て
、
新
た
に
固
定
資
産
税
の
対

象
と
な
っ
た
家
屋
、
地
目
変
更
や

分
筆
・
合
筆
を
し
た
土
地
は
、
新

た
に
評
価
を
行
い
価
格
を
決
定
し

て
い
ま
す
。

閲
覧
・
縦
覧
期
間

　
４
月
２
日
㈪
〜
５
月
１
日
㈫

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　
納
税
義
務
者
、
賃
借
権
・
そ
の

他
の
利
用
収
益
を
目
的
と
す
る
権

利
者
は
閲
覧
で
き
ま
す
。
閲
覧
期

間
以
外
は
手
数
料
が
必
要
で
す
。

土
地
・
家
屋
価
格
等
の
縦
覧

　
納
税
者
が
、
本
人
の
所
有
す
る

土
地
や
家
屋
の
価
格
と
周
辺
の
土

地
や
家
屋
の
価
格
を
比
較
し
、
価

格
の
適
正
性
を
判
断
で
き
る
制
度

で
す
。
価
格
比
較
の
目
的
以
外
で

は
、
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
記
載
内
容
は
次
の
と
お
り
。

○
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

　 

土
地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
、

地
積
、
価
格

○
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

　 

家
屋
の
所
在
、
家
屋
番
号
、
種

類
、
構
造
、
建
築
年
次
、
床
面

積
、
価
格

必
要
な
物
　
本
人
確
認
用
の
運
転

免
許
証
・
健
康
保
険
証
な
ど

閲
覧
・
縦
覧
場
所
・
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
２
階
　
資
産
税
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
２
５

○
各
総
合
支
所
　
総
務
課
税
務
係

自
動
車
税
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
納
付
が
始
ま
り
ま
す

　
平
成
30
年
度
課
税
分
か
ら
、
金

融
機
関
な
ど
で
の
納
付
に
加
え
、

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
が

で
き
ま
す
。
手
続
き
は
「Yahoo!

公
金
支
払
い
」
サ
イ
ト
か
ら
行
え

ま
す
。
納
付
期
限
内
で
あ
れ
ば
24

時
間
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

注
意
事
項

○
１
件
に
つ
き
３
２
４
円
の
決
済

手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

○
自
動
車
税
納
税
証
明
書
は
送
付

さ
れ
ま
せ
ん
。

○
口
座
振
替
利
用
中
の
方
は
、
停

止
手
続
き
が
必
要
で
す
。

○
車
検
が
近
い
な
ど
お
急
ぎ
の
方

は
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
で
納

付
し
、
納
税
通
知
書
右
端
の
納

税
証
明
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
に
関
す
る
問
合
せ

　
東
予
地
方
局
　
課
税
課

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

１
３
０
０

納
付
・
証
明
書
に
関
す
る
問
合
せ

　
東
予
地
方
局
　
税
務
管
理
課

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

１
３
０
０

平
成
30
年
度
か
ら
の
指
定

管
理
者
を
指
定
し
ま
し
た

指
定
し
た
施
設
　
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
西
条

ま
ち
づ
く
り
応
援
団

指
定
期
間
　
４
月
１
日
か
ら
２
０

２
１
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間

問
合
せ
　
市
庁
舎
本
館
３
階

　
行
政
管
理
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
６
４

立
て
干
し
網
を
休
止
し
ま
す

　
イ
ベ
ン
ト
「
西
条
市
立
て
干
し

網
」
は
、
近
年
の
エ
イ
の
増
加
や

干
潟
の
ぬ
か
る
み
に
よ
る
危
険
箇

所
の
拡
大
な
ど
に
よ
り
、
安
全
な

開
催
に
支
障
を
き
た
す
状
況
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。

　
主
催
者
の
東
予
地
域
漁
業
協
同

組
合
連
合
協
議
会
で
は
、
来
場
者

の
安
全
確
保
を
最
優
先
す
る
立
場

か
ら
、
平
成
27
〜
29
年
度
の
開
催

を
取
り
や
め
、
再
開
の
可
能
性
を

検
討
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

安
全
に
開
催
で
き
る
有
効
な
方
策

が
無
い
こ
と
か
ら
、
平
成
30
年
度

か
ら
当
分
の
間
、
本
イ
ベ
ン
ト
を

休
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ

○
東
予
総
合
支
所
　
農
林
水
産
課

○
市
庁
舎
本
館
３
階
農
業
水
産
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
５
１
３
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後期高齢者医療保険料が変わります

問合せ

〇愛媛県後期高齢者医療広域連合

　TEL089－911－7734

〇市庁舎新館１階国保医療課　TEL0897－52－1212

基礎控除額33万円以下で、被保険者全員の各所得が
０円の世帯（公的年金所得は控除額を80万円として計算）

基礎控除額33万円以下の世帯

「基礎控除額33万円＋27.5万円（27万円）×世帯に
属する被保険者数」以下の世帯

９割軽減

8.5割軽減

５割軽減

■平成30年度の保険料（年額）

所得割額

＋＝ 46,374円

(46,308円)

均等割額保険料

被保険者の前年所得から

33万円（基礎控除額）を

差し引いた金額×8.78％

■保険料決定とお知らせの時期

軽減割合 世帯の総所得金額等（世帯主および被保険者）

①均等割額の５割軽減と２割軽減の対象が拡大

　世帯の所得水準に応じて、均等割額を最大９割軽減しま

す。５割・２割軽減となる方は前年度より増加します。

②前年所得から33万円（基礎控除額）を差し引いた

　金額が58万円以下の方

　所得割額が平成29年度は２割軽減でしたが、平成30年度

は軽減なしとなります。（平成29年度までは特例的な軽減

措置であり、平成30年度以降が法令上の本則です）

③会社の健康保険などの被扶養者だった方

　後期高齢者医療制度に加入する前日に、会社の

健康保険（国民健康保険、国民健康保険組合は除

く）などの被扶養者だった方は、均等割額の軽減

が下表のとおり改正されます。所得割額は、平成

30年度は引き続き賦課されませんが、今後、賦課

開始の時期が検討されます。

※（　）内は平成29年度の額

※（　）内は平成28・29年度の数値

※平成30年度までは特例的な軽減措置であり、平成

　31年度以降が法令上の本則です。

※この軽減措置の対象でなくなっても、①の軽減対

　象となる方はそちらの軽減措置が適用されます。

　７月中旬に被保険者の皆さんへお知らせ予定です。

２割軽減
「基礎控除額33万円＋50万円（49万円）×世帯に
属する被保険者数」以下の世帯

７割軽減

５割軽減

平成29年度

平成30年度

年度 均等割額の軽減割合

平成31年度
資格取得後の２年間は５割軽減
（３年目以降は軽減なし）

限度額62万円

　(57万円)

10円未満切捨
(9.16％)

指
定
ご
み
袋
・

粗
大
ご
み
処
理
券
の
配
布

　
平
成
30
年
度
分
の
指
定
ご
み
袋

と
粗
大
ご
み
処
理
券
は
、
１
年
分

を
一
括
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

「
指
定
ご
み
袋
引
換
券
」
が
届
い

た
方
は
、
６
月
29
日
㈮
ま
で
に
担

当
課
へ
引
換
券
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
７
月
以
降
の
配
布
は
段
階
的

に
枚
数
が
減
少
し
ま
す
。

　
当
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
な

い
方
や
事
業
所
は
、
担
当
課
で
ご

み
処
理
手
数
料
（
１
枚
100
円
）
を

支
払
い
、
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

配
布
枚
数
（
全
世
帯
一
律
）

○
も
え
る
ご
み
指
定
袋
（
大
）

　 

１
１
０
枚
（
袋
が
不
足
す
る
５

人
以
上
の
世
帯
に
は
、
世
帯
人

数
に
応
じ
て
追
加
配
布
可
）

○
も
え
な
い
ご
み
指
定
袋
（
大
）

　
20
枚

○
粗
大
ご
み
処
理
券
　
10
枚

中
袋
へ
の
交
換
　
も
え
る
ご
み
袋

は
、
担
当
課
へ
お
持
ち
い
た
だ
け

れ
ば
大
か
ら
中
へ
交
換
で
き
ま
す
。

ご
み
袋
の
引
き
取
り
　
余
っ
た
指

定
ご
み
袋
は
、
担
当
課
へ
お
持
ち

い
た
だ
け
れ
ば
引
き
取
り
ま
す
。

年
間
の
使
用
枚
数
が
配
布
枚
数
以

内
に
収
ま
る
よ
う
、
ご
み
の
減
量

・
資
源
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

○
市
庁
舎
新
館
２
階
環
境
衛
生
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
８

○
各
総
合
支
所
　
市
民
福
祉
課

ご
み
減
量
化
・
堆
肥
化
・
再
資

源
化
推
進
へ
補
助
金
を
交
付

●
生
ご
み
処
理
機
な
ど
の
購
入
費

対
象
　
市
内
の
一
般
家
庭

補
助
率

○ 

生
ご
み
処
理
機
　
２
分
の
１
　

（
上
限
２
万
円
、
１
世
帯
１
基

ま
で
）

○ 

生
ご
み
処
理
容
器
　
２
分
の
１

（
上
限
３
０
０
０
円
、
１
世
帯

２
基
ま
で
）

●
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
奨
励
補

助
金

対
象
　
資
源
物
の
集
団
回
収
を
行

う
団
体
（
事
前
に
登
録
が
必
要
）

補
助
対
象
団
体
の
要
件

○ 

地
域
住
民
20
人
以
上
で
構
成
す

る
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体

○ 

資
源
物
を
市
内
の
リ
サ
イ
ク
ル

業
者
に
持
ち
込
む

○
回
収
経
費
は
全
て
団
体
が
負
担

補
助
金
額
　
１
㎏
に
つ
き
４
円

補
助
対
象
の
資
源
物

　
新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
ス

チ
ー
ル
缶
、
ア
ル
ミ
缶

※
事
業
活
動
に
伴
う
も
の
を
除
く
。

●
問
合
せ

○
市
庁
舎
新
館
２
階
環
境
衛
生
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
６
１

○
各
総
合
支
所
　
市
民
福
祉
課
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国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
資
格

異
動
の
届
け
出
を
忘
れ
ず
に
！

　
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
そ
の
間

に
か
か
っ
た
医
療
費
は
全
額
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。
加
入
し
て
い

る
医
療
保
険
が
変
わ
っ
た
方
は
14

日
以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

国
保
資
格
が
で
き
る
と
き

○ 

国
保
の
資
格
を
有
す
る
方
が
西

条
市
に
転
入

○ 

退
職
な
ど
で
、
職
場
の
健
康
保

険
を
や
め
た
と
き
（
社
会
保
険

喪
失
証
明
が
必
要
）

○ 

健
康
保
険
の
扶
養
家
族
で
な
く

な
っ
た
と
き
（
社
会
保
険
喪
失

証
明
が
必
要
）

国
保
資
格
が
な
く
な
る
と
き

○ 

市
外
へ
転
出
（
保
険
証
を
市
役

所
へ
必
ず
返
却
し
、
転
入
先
で

新
し
い
保
険
証
の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
）

○ 

就
職
な
ど
で
職
場
の
健
康
保
険

な
ど
へ
入
っ
た
と
き
（
加
入
の

社
会
保
険
証
原
本
が
必
要
）

○
死
亡
し
た
と
き

○ 

通
学
の
た
め
市
外
に
住
所
を
移

し
て
い
る
学
生
が
卒
業

住
所
地
特
例
を
受
け
る
と
き
、
更

新
す
る
と
き

○ 

通
学
の
た
め
市
外
に
住
所
を
移

し
て
い
る
学
生
（
在
学
証
明
書

が
必
要
）

○ 

市
外
の
福
祉
施
設
に
入
所
し
て

い
る
方
（
在
所
ま
た
は
入
所
証

明
書
が
必
要
）

問
合
せ

○
市
庁
舎
新
館
１
階
市
民
生
活
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
１

○
各
総
合
支
所
　
市
民
福
祉
課

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の

資
格
管
理
は
都
道
府
県
単
位

　
安
定
し
た
財
政
運
営
や
効
率
的

な
事
業
運
営
を
確
保
す
る
た
め
、

４
月
か
ら
市
町
村
に
加
え
、
都
道

府
県
も
国
保
制
度
を
担
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
愛
媛
県
内
の
他
市
町
へ
住
所
が

変
わ
っ
た
場
合
で
も
、
国
保
資
格

の
取
得
・
喪
失
は
生
じ
ま
せ
ん
。

他
の
都
道
府
県
へ
転
出
す
る
場
合

は
、
資
格
の
取
得
・
喪
失
が
生
じ

ま
す
。
ど
ち
ら
の
場
合
も
市
役
所

へ
の
届
け
出
は
必
要
で
す
。

問
合
せ
　
市
庁
舎
新
館
１
階

　
国
保
医
療
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
４
７

国
民
健
康
保
険
の
一
部
負
担
金

を
減
免
・
徴
収
猶
予
し
ま
す

　
災
害
な
ど
で
一
時
的
に
収
入
が

減
少
し
、
一
部
負
担
金
の
支
払
い

が
困
難
な
場
合
に
、
申
請
に
よ
り

免
除
・
減
額
ま
た
は
徴
収
猶
予
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
主
な
事
例

○ 

震
災
・
風
水
害
な
ど
に
よ
っ
て

著
し
い
損
害
を
受
け
た
と
き
。

○ 

干
ば
つ
・
冷
害
な
ど
に
よ
る
農

作
物
の
不
作
や
不
漁
な
ど
で
収

入
が
著
し
く
減
少
し
た
と
き
。

○ 

事
業
の
休
廃
止
な
ど
で
収
入
が

著
し
く
減
少
し
た
と
き
。

※ 

基
準
や
申
請
方
法
な
ど
の
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
市
庁
舎
新
館
１
階

　
国
保
医
療
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
４
７

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例

制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

　
所
得
の
少
な
い
学
生
は
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
を
先
送
り

（
猶
予
）
で
き
ま
す
。
保
険
料
を

納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
そ
の
ま

ま
に
せ
ず
特
例
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
　
所
得
が
一
定
額
以
下
で
、

大
学
、
大
学
院
、
短
大
、
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、

各
種
学
校
（
修
業
年
限
が
１
年
以

上
、
夜
間
・
定
時
制
・
通
信
課
程

を
含
む
）
に
在
学
の
20
歳
以
上

必
要
な
物

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
で
き
る

書
類
（
通
知
カ
ー
ド
な
ど
）、
窓

口
に
来
る
人
の
身
元
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
な
ど
）、委
任
状（
代

理
人
の
場
合
）、
年
金
手
帳
（
あ

る
方
）、印
鑑（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）、

学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
、
表
裏
と
も
）

ま
た
は
在
学
証
明
書

注
意
点

　
年
度
ご
と
の
申
請
が
必
要
で
す
。

平
成
29
年
度
以
前
に
申
請
・
承
認

済
み
で
、
引
き
続
き
同
じ
学
校
に

30
年
度
以
降
も
在
学
予
定
の
方
に

は
、
３
月
下
旬
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
ら
れ
る
申
請
書
で
手
続
き

で
き
ま
す
。

　
特
例
の
承
認
期
間
中
は
年
金
を

受
け
取
る
際
の
受
給
資
格
期
間
に

算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
10
年
以
内
な

ら
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納

付
で
き
ま
す
。（
経
過
期
間
に
よ

っ
て
一
定
額
が
加
算
）

　
障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮

の
と
き
は
、
条
件
を
満
た
せ
ば
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
特
例

申
請
な
ど
を
せ
ず
、
保
険
料
を
未

納
の
ま
ま
不
慮
の
事
故
な
ど
で
障

が
い
が
残
っ
た
場
合
、
年
金
を
受

け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

○
新
居
浜
年
金
事
務
所

℡
０
８
９
７

－

３
５

－

１
３
０
０

〇
今
治
年
金
事
務
所

℡
０
８
９
８

－

３
２

－

６
１
４
１

○
市
庁
舎
新
館
１
階
市
民
生
活
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
３

○
各
総
合
支
所
　
市
民
福
祉
課

ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
の
全
国

大
会
出
場
を
応
援
し
ま
す

　
各
種
競
技
の
全
国
大
会
へ
の
出

場
者
を
応
援
す
る
た
め
、
補
助
金

交
付
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

対
象
事
業

○
日
本
体
育
協
会
と
そ
の
加
盟
競

技
団
体
が
主
催
す
る
全
国
大
会

○
地
区
予
選
を
経
て
出
場
権
を
獲

得
し
た
か
、
主
催
団
体
の
推
薦

に
よ
り
参
加
す
る
全
国
大
会

○
国
民
体
育
大
会
、
県
ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

対
象
　
市
内
在
住
者

申
込
方
法
　
申
請
書
・
収
支
予
算

書
に
記
入
し
、
大
会
要
項
・
予
選

結
果
・
参
加
者
名
簿
な
ど
を
添
付

し
て
、
大
会
開
催
ま
で
に
提
出
。

※ 

補
助
金
額
は
、
大
会
の
規
模
や

開
催
場
所
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

問
合
せ
　
市
庁
舎
新
館
２
階

　
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
５
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バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
の

路
線
バ
ス
車
両
が
走
り
ま
す

　
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業

で
あ
る
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用

し
、
せ
と
う
ち
周
桑
バ
ス
の
路
線

バ
ス
車
両
を
整
備
し
ま
し
た
。
誰

も
が
安
全
で
快
適
に
路
線
バ
ス
を

利
用
で
き
る
よ
う
、
車
両
に
は
車

い
す
に
乗
っ
た
ま
ま
乗
降
で
き
る

昇
降
リ
フ
ト
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
　
市
庁
舎
本
館
３
階

　
地
域
振
興
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
７
２
０

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
費
・

維
持
管
理
費
の
一
部
を
補
助

●
設
置
費
補
助

補
助
対
象
者
　
公
共
下
水
道
事
業

計
画
区
域
外
に
お
い
て
、
主
に
居

住
を
目
的
と
し
た
住
宅
に
合
併
処

理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方

補
助
金
の
限
度
額

○
新
築
の
場
合

　
５
〜
10
人
槽
　
12
万
円

○
転
換
の
場
合

　
５
人
槽
　
45
万
円

　
７
人
槽
　
61
万
５
０
０
０
円

　
10
人
槽
　
85
万
円

※
「
転
換
」
と
は
、
既
存
の
く
み

取
り
便
槽
や
単
独
処
理
浄
化
槽

（
ト
イ
レ
の
汚
水
の
み
処
理
す

る
浄
化
槽
）
を
合
併
処
理
浄
化

槽
に
設
置
替
え
す
る
こ
と
で
す
。

●
維
持
管
理
費
補
助

補
助
対
象
者
　
公
共
下
水
道
供
用

開
始
区
域
外
に
お
い
て
、
住
宅
に

10
人
槽
以
下
の
合
併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
し
、
法
律
に
基
づ
く
保
守

点
検
・
清
掃
（
清
掃
は
年
１
回
以

上
の
実
施
が
条
件
）・
法
定
検
査

を
適
正
に
行
っ
て
い
る
方

※
該
当
の
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
し
て
い
る
方
に
は
、
愛
媛
県

浄
化
槽
協
会
が
法
定
検
査
実
施

時
に
申
請
書
を
交
付
（
申
請
は
、

検
査
実
施
の
翌
年
度
内
ま
で
）。

補
助
金
額
　
合
併
処
理
浄
化
槽
１

基
に
つ
き
１
回
目
の
申
請
か
ら
10

年
間
、
１
年
度
当
た
り
１
万
円

●
問
合
せ
　
市
庁
舎
新
館
２
階

　
環
境
衛
生
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
６
１

※
い
ず
れ
の
補
助
金
も
予
算
の
範

囲
内
で
の
交
付
と
な
り
ま
す
。

下
水
道
へ
の
接
続
を

　
下
水
道
の
供
用
が
開
始
さ
れ
た

区
域
の
方
は
、
供
用
開
始
日
か
ら

６
カ
月
以
内
に
生
活
排
水
や
浄
化

槽
な
ど
の
汚
水
を
下
水
道
に
接
続

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
く
み
取
り
便
所
は
、
供
用
開
始

日
か
ら
３
年
以
内
に
水
洗
便
所
へ

改
造
し
、
下
水
道
に
接
続
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

排
水
設
備
の
設
置
工
事

　
必
ず
指
定
工
事
店
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
指
定
工
事
店
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
２
階

　
下
水
道
業
務
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
４

○
東
予
総
合
支
所
　
建
設
管
理
課

水
洗
便
所
改
造
資
金
の

融
資
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
く
み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に

改
造
す
る
工
事
や
、
浄
化
槽
を
廃

止
し
て
下
水
道
に
接
続
す
る
工
事

に
対
し
、
市
で
は
資
金
の
融
資
を

あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
。

融
資
の
対
象
者

○
自
己
資
金
に
よ
る
改
造
が
困
難

○
市
税
、
受
益
者
負
担
金
、
分
担

金
な
ど
の
滞
納
が
な
い

○
下
水
道
供
用
開
始
日
か
ら
３
年

以
内
に
行
う
工
事

○
生
計
が
別
で
市
内
に
住
所
の
あ

る
連
帯
保
証
人
が
い
る

融
資
限
度
額
（
工
事
１
件
あ
た
り
）

○
く
み
取
り
便
所
　
40
万
円

○
浄
化
槽

　
　
　　
30
万
円

利
息
　
市
が
負
担

償
還
方
法
　
改
造
工
事
１
件
に
つ

き
、
貸
付
け
の
翌
月
か
ら
毎
月
１

万
円
ず
つ
償
還

申
込
先
（
工
事
着
手
前
）

○
市
庁
舎
本
館
２
階

　
下
水
道
業
務
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
４

○
東
予
総
合
支
所
　
建
設
管
理
課

地
下
水
利
用
で
人
数
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
届
け
出
を

　
地
下
水
を
利
用
し
て
下
水
道
を

使
用
し
て
い
る
家
庭
は
、
使
用
者

の
人
数
を
基
に
下
水
道
使
用
料
を

算
定
し
て
い
ま
す
。
転
居
・
転
入

・
転
出
な
ど
で
人
数
の
変
更
が
あ

っ
た
と
き
は
、
必
ず
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

長
期
不
在
者
の
届
け
出

　
住
民
票
を
異
動
し
な
い
で
、
市

外
へ
の
就
学
や
勤
務
、
入
院
・
施

設
入
所
な
ど
で
長
期
間
不
在
の
世

帯
員
が
い
る
場
合
も
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。
差
し
引
い
た
人
数
で
使

用
料
を
算
定
し
ま
す
。
届
け
出
は

１
年
ご
と
や
年
度
末
ご
と
に
必
要

で
す
。
詳
細
は
左
表
を
ご
覧
に
な

る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
２
階

　
下
水
道
業
務
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
４

○
東
予
総
合
支
所
　
建
設
管
理
課
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世帯に長期不在者がいる場合の届け出

不在事由 届け出に必要な書類
使用料が

かからない期間

卒業見込みの
年度末まで

○在学証明書
○学生証

市外の学校に
在学

（市外居住）

最長１年間
※１年ごとの
　届け出必要

○不在証明書
（実際に居住している地区の
　民生委員・自治会長の証明）

○直近の公共料金
　請求書・領収書
※不在者の氏名・居住先の
　記載が必要

○入所証明書
○直近の請求書・領収書

○医師の診断書
○直近の請求書・領収書

入院
（１カ月以上）

施設入所
（１カ月以上）

○勤務証明書
就業のため
市外に居住

その他

※印鑑（スタンプ印不可）が必要です。
※届け出後、不在期間や不在事由の変更があった方は、再度、届け出
　が必要です。

■西条市庁舎　　TEL0897－56－5151　　■東予総合支所　TEL0898－64－2700

■丹原総合支所　TEL0898－68－7300　　■小松総合支所　TEL0898－72－2111 情報最前線

銃
砲
刀
剣
類
の
登
録

　
銃
砲
刀
剣
類
を
新
た
に
発
見
し

た
場
合
は
登
録
手
続
き
が
必
要
で

す
。
最
寄
り
の
警
察
署
で
発
見
届

出
済
証
の
交
付
を
受
け
、
銃
砲
刀

剣
類
を
持
っ
て
、
県
庁
で
偶
数
月

の
第
３
木
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
愛
媛
県
教
育
委
員
会

　
文
化
財
保
護
課

℡
０
８
９

－

９
１
２

－

２
９
７
６

タ
ク
シ
ー
・
公
衆
浴
場
の

利
用（
助
成
）券
を
交
付

●
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券

対
象

① 

在
宅
高
齢
者
　
満
75
歳
以
上
で
、

所
得
税
が
非
課
税
世
帯
の
方

② 

在
宅
重
度
心
身
障
が
い
者
（
児
）

　
所
得
税
非
課
税
世
帯
に
属
し
、

身
体
障
害
者
手
帳
肢
体
不
自
由
上

肢
１
級
、
下
肢
１
・
２
級
、
体
幹

１
・
２
級
、
視
覚
障
が
い
１
・
２

級
、
聴
覚
言
語
障
が
い
１
級
、
内

部
障
が
い
１
級
、
療
育
手
帳
Ａ
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち
の
方

交
付
枚
数

① 

１
人
年
間
12
枚
（
同
一
世
帯
の

２
人
目
か
ら
は
年
間
６
枚
）

②
１
人
年
間
24
枚

●
公
衆
浴
場
無
料
開
放
利
用
券

対
象

○
在
宅
高
齢
者
（
満
65
歳
以
上
）

○ 

在
宅
心
身
障
が
い
者
（
児
）

　（
各
種
障
害
者
手
帳
所
持
者
）

交
付
枚
数
　
１
人
年
間
36
枚

利
用
で
き
る
公
衆
浴
場

　
宝
湯
（
壬
生
川
）、明
神
湯
（
高

田
）、道
前
渓
温
泉
（
丹
原
町
来
見
）

無
料
開
放
日
　
水
曜
日

●
受
付
開
始
　
４
月
２
日
㈪
〜

※ 

公
民
館
は
４
月
１
日
㈰
〜
（
在

宅
高
齢
者
公
衆
浴
場
無
料
開
放

利
用
券
の
み
）

●
必
要
な
物

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
が
分
か
る

も
の
（
健
康
保
険
証
、
運
転
免
許

証
、
障
害
者
手
帳
な
ど
）、
印
鑑

●
注
意
事
項

○ 

年
度
途
中
で
の
交
付
は
月
割
り

計
算
と
な
り
ま
す
。

○ 

昨
年
度
の
利
用
券
は
、
４
月
以

降
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

○ 

施
設
入
所
者
や
、
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
・
共
同
生

活
介
護
な
ど
の
入
居
者
は
交
付

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

●
交
付
場
所
・
問
合
せ

高
齢
者
対
象
の
交
付
場
所

○
市
庁
舎
本
館
１
階
高
齢
介
護
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

○
各
総
合
支
所
　
市
民
福
祉
課

○ 

居
住
地
の
公
民
館
（
公
衆
浴
場

無
料
開
放
利
用
券
の
み
）

障
が
い
者
対
象
の
交
付
場
所

○
市
庁
舎
本
館
１
階
社
会
福
祉
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
　
市
民
福
祉
課

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
を

減
免
し
ま
す

　
障
が
い
の
あ
る
方
の
社
会
参
加

を
支
援
す
る
た
め
、
自
動
車
税
・

軽
自
動
車
税
を
減
免
し
ま
す
。

※
期
限
後
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

対
象
と
な
る
車
　
４
月
１
日
現
在

で
障
が
い
者
が
所
有
す
る
自
動
車
、

二
輪
車
、
軽
自
動
車
（
１
人
に
つ

き
い
ず
れ
か
１
台
）

※ 

障
が
い
者
が
18
歳
未
満
か
、
知

的
・
精
神
障
が
い
者
の
場
合
は
、

そ
の
方
と
生
計
が
同
じ
で
あ
る

方
が
所
有
す
る
車
を
含
む
。

※ 

障
が
い
者
用
に
改
造
し
た
車
両

も
減
免
対
象
と
な
る
場
合
あ
り
。

使
用
目
的

○
障
が
い
者
本
人
が
運
転
す
る
車

　
目
的
は
問
い
ま
せ
ん
。

○ 

障
が
い
者
と
生
計
が
同
じ
で
あ

る
方
が
運
転
す
る
車

　
申
請
日
現
在
、
障
が
い
者
の
通

学
・
通
院
・
通
所
・
生
業
の
た
め

に
車
を
使
用
し
て
お
り
、
今
後
１

年
以
上
の
間
も
月
４
回
以
上
使
用

が
見
込
ま
れ
る
場
合
。

○ 

障
が
い
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る

世
帯
の
方
を
常
時
介
護
し
て
い

る
方
が
運
転
す
る
車

　
申
請
日
現
在
、
障
が
い
者
の
た

め
に
車
を
使
用
し
て
お
り
、
今
後

１
年
以
上
の
間
も
週
３
回
以
上
の

使
用
が
見
込
ま
れ
る
場
合
。

必
要
な
物
　
印
鑑
、
納
税
通
知
書
、

各
種
障
害
者
手
帳
、
運
転
免
許
証
、

車
検
証

※ 

軽
自
動
車
税
の
場
合
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
も
の
（
通

知
カ
ー
ド
な
ど
）
も
必
要
。

※ 

本
人
以
外
が
運
転
す
る
場
合
は
、

運
転
者
の
免
許
証
、
通
院
・
通

所
証
明
書
、
生
計
同
一
証
明
書

な
ど
が
必
要
。

申
請
期
間

○
自
動
車
税

　
４
月
２
日
㈪
〜
５
月
24
日
㈭

○ 
軽
自
動
車
税
　
納
税
通
知
書
受

領
後
か
ら
５
月
24
日
㈭
ま
で

　 （
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書

は
５
月
上
旬
発
送
予
定
）

自
動
車
税
の
申
請
先

　
東
予
地
方
局
　
課
税
課

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

１
３
０
０

軽
自
動
車
税
の
申
請
先

○
市
庁
舎
本
館
２
階
　
市
民
税
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
１
７

○
各
総
合
支
所
　
総
務
課
税
務
係
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自動車税・軽自動車税が減免される障がい者の障がい程度

家族等の運転本人の運転

視覚障がい

聴覚障がい

平衡機能障がい

上肢不自由

下肢不自由

音声機能障がい

精神障がい

知的障がい

体幹機能障がい

心臓・腎臓・呼吸器・ぼうこう・直
腸・小腸・免疫・肝臓機能障がい

区分

身体障がい者

戦傷病者

身体障がい者

戦傷病者

身体障がい者

戦傷病者

身体障がい者

戦傷病者

身体障がい者

戦傷病者

身体障がい者

戦傷病者

療育手帳

保健福祉手帳

身体障がい者

身体障がい者

身体障がい者

戦傷病者

戦傷病者

特別～２項症（無喉頭）

上肢機能

移動機能

乳幼児期以前の非進行性脳
病変による運動機能障がい

１～４級

特別～４項症

２・３級

１・２級

１・２級

１～６級 １～３級

１～６級 １～３級

１～３級

Ａ級

１級

特別～３項症

３級（無喉頭）

１～３級

特別～６項症

特別～６項症 特別～４項症

１～３款症

１～３款症

１～３級、５級

特別～３項症

３級

特別～４項症

特別～４項症

特別～３項症

■西条市庁舎　　TEL0897－56－5151　　■東予総合支所　TEL0898－64－2700

■丹原総合支所　TEL0898－68－7300　　■小松総合支所　TEL0898－72－2111 情報最前線



平
成
30
年
度

西
条
市
議
会
報
告
会

日
時
　
５
月
26
日
㈯

　
　
　
19
時
〜
21
時

場
所
（
２
カ
所
同
時
開
催
）

○
市
庁
舎
本
館
５
階
大
会
議
室

○
東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

会
議
室

※
会
場
定
員
１
０
０
人
程
度

内
容

○
議
会
の
し
く
み

○
平
成
30
年
度
当
初
予
算

○
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換

　
〜
開
か
れ
た
議
会
に
つ
い
て
〜

申
込
方
法

　
市
庁
舎
新
館
１
階
総
合
案
内
窓

口
、
各
総
合
支
所
総
務
課
、
各
公

民
館
に
備
え
付
け
て
い
る
申
込
書

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
当
日
受
付
も
可
能
。

問
合
せ
　
市
庁
舎
新
館
６
階

　
議
事
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
６
１

電
気
機
器
火
災
に
ご
注
意
！

　
電
気
機
器
は
正
し
く
使
用
し
、

定
期
的
な
点
検
や
清
掃
を
す
る
こ

と
で
、
電
気
コ
ー
ド
に
よ
る
火
災

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

電
気
コ
ー
ド
火
災
を
防
ぐ
に
は

○ 

コ
ン
セ
ン
ト
に
ホ
コ
リ
が
た
ま

ら
な
い
よ
う
、
特
に
隠
れ
て
い

る
と
こ
ろ
は
注
意
し
て
定
期
的

に
掃
除
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜

く
と
き
は
、
コ
ー
ド
で
は
な
く

プ
ラ
グ
本
体
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

○ 

コ
ー
ド
の
折
れ
曲
が
り
、
家
具

の
下
敷
き
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

コ
ー
ド
は
束
ね
て
使
用
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
は
決
め
ら
れ

た
容
量
内
で
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

宝
く
じ
の
助
成
金
で

朔
日
市
西
集
会
所
が
完
成

　
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業

で
あ
る
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用

し
、
朔
日
市
西
集
会
所
が
完
成
し

ま
し
た
。

　
今
後
の
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
拠
点
と
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
　
市
庁
舎
本
館
３
階

　
市
民
協
働
推
進
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
６
２

市
民
活
動
を
応
援
し
ま
す

　
市
民
が
行
う
公
益
的
な
活
動

（
市
民
活
動
）
に
対
し
て
、
補
助

事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
市
民
活
動
活
性
化
補
助
金

対
象
団
体
　
市
内
で
地
域
の
特
色

な
ど
を
生
か
し
た
、
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
の
活
動
や
、
地
域
の
安
全
安

心
向
上
の
た
め
の
活
動
な
ど
を
自

主
的
に
行
う
、
５
人
以
上
で
規
約

等
を
定
め
て
い
る
団
体

対
象
と
な
ら
な
い
活
動
例
　
募
金

・
署
名
活
動
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
活
動
、

学
校
行
事
、
式
典
関
係
活
動
、
会

員
の
親
睦
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
物

品
購
入
・
施
設
整
備
を
主
目
的
と

し
た
活
動
、
政
治
・
宗
教
に
関
す

る
活
動
な
ど

補
助
率
　
２
分
の
１
以
内

　
　
　
　（
上
限
20
万
円
）

申
請
募
集
期
間

　
４
月
９
日
㈪
〜
27
日
㈮

●
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
助
成

金対
象
団
体
　
市
内
で
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
自
主
的
か
つ
無
報

酬
で
行
う
５
人
以
上
の
団
体

対
象
と
な
ら
な
い
活
動
例
　
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
活
動
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
自
治
会
行
事
と
し
て
の
活
動
、

政
治
・
宗
教
に
関
す
る
活
動

補
助
率
　
３
分
の
２
以
内

　
　
　
　（
上
限
10
万
円
）

●
ま
ち
美
化
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度

対
象
団
体
　
市
内
の
道
路
・
公
園

・
河
川
な
ど
の
公
共
施
設
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
環
境
美
化
活
動
な

ど
を
行
う
２
人
以
上
の
団
体

ま
ち
美
化
パ
ー
ト
ナ
ー
の
役
割

　
散
乱
ご
み
の
収
集
、
除
草
・
草

花
の
植
栽
、
道
路
の
破
損
・
樹
木

の
損
傷
・
不
法
投
棄
な
ど
に
関
す

る
情
報
提
供

市
の
役
割
　
清
掃
用
具
・
ご
み
袋

・
植
栽
用
の
草
花
な
ど
の
提
供
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
へ
の
加

入
補
助
、
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
の
設
置

●
問
合
せ
・
相
談

　
市
庁
舎
本
館
３
階

　
市
民
協
働
推
進
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
６
２

西
条
市
景
観
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

　
こ
の
計
画
は
、
当
市
の
水
と
緑

豊
か
な
自
然
や
文
化
財
・
史
跡
な

ど
の
景
観
特
性
を
踏
ま
え
、
西
条

ら
し
い
景
観
を
形
成
す
る
た
め
の

基
本
的
な
考
え
方
な
ど
を
示
す
も

の
で
す
。
市
民
・
事
業
者
・
行
政

の
協
働
に
よ
る
良
好
な
景
観
形
成

の
実
現
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

運
用
開
始
　
10
月
〜
（
予
定
）

届
出
制
度
の
新
設

　
運
用
の
開
始
に
伴
い
、
一
定
規

模
以
上
の
建
築
物
・
工
作
物
の
新

築
・
増
築
・
移
転
、
外
観
を
変
更

す
る
修
繕
・
模
様
替
え
・
色
彩
の

変
更
、
開
発
行
為
は
届
け
出
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
　
市
庁
舎
新
館
３
階

　
都
市
計
画
整
備
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
３
８

市
内
５
高
校
親
善
野
球
試
合

開
催
日

　
４
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

※ 

14
日
が
雨
天
の
場
合
は
15
日
に

順
延
し
、
３
位
決
定
戦
は
実
施

せ
ず
、
決
勝
戦
は
当
該
校
と
の

協
議
で
実
施
の
有
無
を
決
定
。

※
両
日
雨
天
の
場
合
は
中
止
。

場
所
・
問
合
せ

　
ひ
う
ち
球
場

℡
０
８
９
７

－

５
３

－
４
７
６
１
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14日
第２試合
11 30

14日
第３試合
14 00

15日 決勝戦
12 30

14日
第１試合
9 00

※３位決定戦は

　15日10 00

▲完成した朔日市西集会所

■西条市庁舎　　TEL0897－56－5151　　■東予総合支所　TEL0898－64－2700

■丹原総合支所　TEL0898－68－7300　　■小松総合支所　TEL0898－72－2111 情報最前線

ふ
れ
あ
い
山
菜
ウ
ィ
ー
ク

４
月
14
日
㈯
〜
18
日
㈬

〜
知
る
×
摘
む
×
味
わ
う
〜

　
山
菜
づ
く
し
の
一
週
間
。
山
の

恵
み
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
摘
菜
体
験

日
時
　
４
月
14
日
㈯
〜
18
日
㈬

　
　
　
10
時
〜
13
時

内
容
　
食
べ
ら
れ
る
植
物
を
見
分

け
、
摘
ん
で
味
わ
い
ま
す
。

定
員
　
各
日
10
人
（
要
事
前
申
込
）

参
加
費
　
１
８
０
０
円
（
昼
食
込
）

申
込
先
　
西
条
自
然
学
校

℡
０
８
０

－

５
６
６
７

－

５
３
１
４

●
つ
き
た
て
よ
も
ぎ
餅
販
売

日
時
　
４
月
15
日
㈰
　
10
時
〜

　
　
　（
無
く
な
り
次
第
終
了
）

販
売
価
格
　
２
個
入
り
２
０
０
円

●
山
菜
食
堂
・
山
の
物
産
市

期
間
　
４
月
14
日
㈯
〜
18
日
㈬

内
容
　
山
菜
う
ど
ん
な
ど
。
山
菜

の
販
売
も
。

●
場
所
・
問
合
せ

　
石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

℡
０
８
９
７

－

５
９

－
０
２
０
３

ア
サ
ヒ
ク
イ
ズ
ツ
ア
ー

開
催
日
　
４
月
28
日
㈯
〜
30
日
㈪

・
５
月
３
日
㈭
〜
６
日
㈰

時
間

○ 

９
時
30
分
〜
11
時

　（
５
月
３
日
㈭
〜
５
日
㈯
の
み
）

○ 

10
時
〜
11
時
30
分

　（
５
月
６
日
㈰
を
除
く
）

○
14
時
〜
15
時
30
分

内
容
　
家
族
で
ク
イ
ズ
に
答
え
な

が
ら
工
場
見
学

対
象
　
小
学
生
と
そ
の
家
族

定
員
　
各
65
人
（
事
前
予
約
制
）

場
所
・
申
込
先

　
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
四
国
工
場

℡
０
８
９
７

－

５
３

－
７
７
７
０

伊
予
小
松
ラ
イ
オ
ン
ズ
カ
ッ
プ

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト

日
時
　
４
月
22
日
㈰

　
　
　
10
時
〜
15
時
（
雨
天
中
止
）

場
所
　
小
松
中
央
公
園

　
　
　
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場

内
容
　
ス
ト
リ
ー
ト
ス
ケ
ー
ト

（
年
齢
制
限
な
し
）

参
加
料
　
１
０
０
０
円

問
合
せ

　
伊
予
小
松
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

℡
０
８
９
８

－

７
２

－

４
４
５
４

み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
！

春
の
デ
イ
キ
ャ
ン
プ

日
時
　
４
月
28
日
㈯

　
　
　
９
時
〜
15
時
30
分

場
所
　
大
保
木
公
民
館
周
辺

対
象
　
小
学
１
・
２
年
生
と
そ
の

家
族
（
子
ど
も
だ
け
の
参
加
不
可
）

内
容
　
西
条
地
区
の
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
と
一
緒
に
デ
イ
キ
ャ
ン
プ

（
ネ
イ
チ
ャ
ー
ト
レ
イ
ル
・
火
起

こ
し
体
験
な
ど
）

参
加
費
　
１
人
３
０
０
円

申
込
期
限
　
４
月
16
日
㈪

申
込
先
　
市
庁
舎
新
館
４
階

　
社
会
教
育
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
４

「
農
村
起
業
家
育
成
ス
ク
ー

ル
」「
地
域
資
源
再
興
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
講
座
説
明
会

対
象
　
就
農
希
望
者
、
農
業
経
営

者
、
農
村
の
資
源
を
活
用
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
に
関
心
の
あ
る
方
な
ど

内
容
　
農
業
経
営
者
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
の
ほ
か
、
農
山
漁
村
の
資
源

と
都
市
の
ニ
ー
ズ
を
結
ぶ
新
ビ
ジ

ネ
ス
を
作
り
出
す
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど

を
学
ぶ
講
座

講
師
　
曽
根
原
久
司
氏
（
中
山
間

地
域
の
再
興
で
成
果
を
上
げ
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
え
が
お
つ
な
げ

て
」
代
表
）

開
講
　
７
月
以
降
（
予
定
）

説
明
会
日
時
　
４
月
10
日
㈫

　
18
時
〜
20
時
15
分

場
所
　
市
庁
舎
新
館
４
階
４
０
５

会
議
室

申
込
先
　
市
庁
舎
本
館
３
階

　
農
業
水
産
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
５
０
３

聴
覚
・
視
覚
障
が
い
者

料
理
教
室

●
聴
覚
障
が
い
者
料
理
教
室

場
所
・
日
時

○
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
４
・
６
・
８
・
10
・
２
月
の
第

４
月
曜
日
、
12
月
の
第
3
月
曜
日

　
９
時
30
分
〜
13
時

●
視
覚
障
が
い
者
料
理
教
室

場
所
・
日
時

○
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
４
・
６
・
８
・
10
・
２
月
の
第

４
火
曜
日
、
12
月
の
第
3
火
曜
日

　
９
時
30
分
〜
13
時

○
東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
５
・
７
・
９
・
11
・
１
・
３
月

の
第
４
火
曜
日
（
予
定
）

　
９
時
30
分
〜
13
時

●
内
容
　
同
じ
障
が
い
を
持
つ
方

と
一
緒
に
調
理
方
法
や
栄
養
管
理

を
学
ぶ
。

●
対
象
　
聴
覚
・
視
覚
障
害
者
手

帳
を
お
持
ち
の
方

●
定
員

　
各
教
室
先
着
20
人
程
度

●
問
合
せ

　
市
庁
舎
本
館
１
階

　
社
会
福
祉
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

FAX
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
４
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▲山菜などの販売も

▲デイキャンプを楽しもう

日時 場所行事名

１日　9：30

１日　9：00
８日　9：00

西条市議会議長杯大会（軟式野球）

第28回少林寺拳法西条地区少年錬成大会 玉津小学校体育館

14日　9：00
15日　10：00

西条市内５高校親善野球試合

西条市議会議長杯・協会旗決定戦大会
（軟式野球）

ひうち球場

ひうち球場ほか

15日　9：00
クラレグラウンド
ほか

第15回伊予小松ライオンズカップ
スケートボードコンテスト2018

22日　10：00
小松中央公園
スケートボード広場

４月のスポーツカレンダー

行事の日程・場所などは、変更になる場合があります。

■西条市庁舎　　TEL0897－56－5151　　■東予総合支所　TEL0898－64－2700

■丹原総合支所　TEL0898－68－7300　　■小松総合支所　TEL0898－72－2111 情報最前線



ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室

●
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
入
門

・
基
礎
課
程
）

日
時
（
全
42
回
）

　
５
月
１
日
〜
平
成
31
年
３
月
５

日
の
火
曜
日
（
８
月
14
日
、
10
月

16
日
、
１
月
１
日
を
除
く
）

　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
　
聴
覚
障
が
い
者
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
た
め
に
手

話
を
学
習

対
象
　
こ
れ
か
ら
手
話
を
学
ぶ
方

テ
キ
ス
ト
代
　
３
２
４
０
円

●
手
話
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

日
時
（
全
10
回
）

　
５
月
９
日
〜
平
成
31
年
２
月
13

日
の
第
２
水
曜
日
　
10
時
〜
12
時

場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
　
日
本
手
話
、
読
み
取
り
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ほ
か

対
象
　
平
成
28
・
29
年
度
に
入
門

・
基
礎
課
程
を
修
了
し
た
か
同
等

の
知
識
と
技
術
を
有
し
、
講
座
終

了
後
に
西
条
市
手
話
通
訳
者
認
定

試
験
を
受
験
す
る
意
志
の
あ
る
方

●
申
込
先
　
社
会
福
祉
協
議
会
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
９
８

－

６
４

－

２
６
０
０

FAX
０
８
９
８

－

６
４

－

３
９
２
０

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
者
研
修

●
手
話
通
訳
者

期
間
　
５
月
〜
平
成
31
年
２
月

　
月
１
回
（
土
・
日
曜
日
）

場
所
　
西
条
市
内

対
象
　
手
話
通
訳
者
養
成
講
習
会

（
通
訳
Ⅰ
）
を
修
了
し
た
か
同
等

の
手
話
技
術
を
有
し
、
県
内
に
居

住
ま
た
は
勤
務
す
る
方

定
員
　
20
人

●
要
約
筆
記
者
（
手
書
き
コ
ー
ス

・
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
）

期
間
　
５
月
〜
平
成
31
年
２
月

　
月
１
〜
５
回
（
土
・
日
曜
日
）

場
所
　
西
条
市
内

対
象
　
県
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務

す
る
方

定
員
　
20
人

●
申
込
期
間

　
４
月
２
日
㈪
〜
27
日
㈮

●
申
込
先

　
愛
媛
県
視
聴
覚
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
９

－

９
２
３

－

９
０
９
３

総
合
文
化
会
館
各
種
講
習
会

●
ギ
タ
ー
講
習
会

日
時
　
第
１
・
３
土
曜
日
　
15
時

〜
17
時
（
変
更
の
場
合
あ
り
）

※
初
回
は
４
月
７
日
㈯
14
時
〜

講
師
　
宮
崎
　
勝
氏

対
象
　
小
学
生
以
上

受
講
料
　
月
１
５
０
０
円

●
ハ
ー
モ
ニ
カ
講
習
会

日
時
　
第
２
・
４
土
曜
日
　
19
時

〜
21
時
（
変
更
の
場
合
あ
り
）

※
初
回
は
４
月
14
日
㈯

講
師
　
宇
佐
美
　
進
氏

対
象
　
中
学
生
以
上

受
講
料
　
月
１
５
０
０
円

●
申
込
方
法
　
申
込
用
紙
を
提
出

●
申
込
先

　
総
合
文
化
会
館

℡
０
８
９
７

－

５
３

－

５
５
０
０

丹
原
文
化
会
館
各
種
講
習
会

●
ハ
ー
モ
ニ
カ
講
習
会

日
時
　
第
１
・
３
土
曜
日

　
　
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

受
講
料
　
月
５
０
０
円

※
教
則
本
と
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
購
入

※
Ｃ
調
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
使
用

●
ギ
タ
ー
講
習
会

日
時
　
第
１
・
３
土
曜
日

　
　
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

受
講
料
　
月
５
０
０
円

※ 

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
を

使
用

●
和
太
鼓
講
習
会

日
時
　
毎
週
金
曜
日

　
　
　
19
時
30
分
〜
21
時
30
分

対
象
　
小
学
生
以
上

受
講
料
　
月
１
０
０
０
円

※
年
８
０
０
円
の
保
険
料
が
別
途

必
要

●
合
唱
講
習
会

日
時
　
第
２
・
４
土
曜
日

　
　
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
象
　
小
学
生
〜
高
校
生

受
講
料
　
月
５
０
０
円

●
子
ど
も
の
キ
ー
ボ
ー
ド
教
室

日
時
　
第
２
・
４
土
曜
日

　
　
　
17
時
〜
17
時
30
分

対
象
　
小
学
生

受
講
料
　
月
５
０
０
円

●
吹
奏
楽
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
楽
器
別

講
習
会
）

日
時
　
年
５
回
程
度

内
容
　
県
内
外
在
住
の
講
師
が
10

種
類
の
楽
器
を
指
導

受
講
料
　
１
回
５
０
０
円

●
申
込
先
　
丹
原
文
化
会
館

℡
０
８
９
８

－

６
８

－

３
５
５
５

※
日
程
変
更
の
場
合
あ
り
。
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※４月９日㈪、30日㈪は清掃作業などのため休館します。
申込先　食の創造館　TEL0898－65－7150

お味噌づくり講習会

壬生川のうまいもんと春の新酒祭り

日時　４月17日㈫　10時～13時
内容　アスパラの前菜・鶏と新じゃがのローズマリー

　　　風味・アサリと春豆のスパゲッティなど。

講師　山本一守氏（アリエッタ　オーナーシェフ）

定員　先着16人　　参加費　2,000円

申込期限　４月10日㈫

日時　４月23日㈪　19時～21時
内容　県内の酒蔵おすすめの日本酒と壬生川駅周辺の

　　　飲食店による料理を楽しむイベント。

定員　先着100人（前売りチケット制）

参加費　2,000円（日本酒フリーチケット代）

※なるべく公共の交通機関をご利用ください。

日時　４月20日㈮　10時～14時
内容　無農薬・自然栽培の大豆と米こうじで味噌作り。

　　　昼食後は農業に関するお話も。

講師　首藤元嘉氏（土と暮らす　代表）

定員　先着16人　　参加費　3,000円（昼食代等含む）

申込期限　４月13日㈮

プロに学ぶイタリアン教室

地元産品を使った

料理講習会とイベント

■西条市庁舎　　TEL0897－56－5151　　■東予総合支所　TEL0898－64－2700

■丹原総合支所　TEL0898－68－7300　　■小松総合支所　TEL0898－72－2111 情報最前線

え
ひ
め
東
予
産
業
創
造
セ
ン

タ
ー
各
種
講
座

●
エ
ク
セ
ル
Ｖ
Ｂ
Ａ
基
礎
講
座

日
時
　
５
月
９
日
㈬
、
16
日
㈬
、

23
日
㈬
、
30
日
㈬
　
10
時
〜
16
時

内
容
　
作
業
の
自
動
化
な
ど
で
業

務
効
率
を
向
上

定
員
　
15
人

受
講
料
　
４
０
６
０
０
円

申
込
期
限
　
５
月
１
日
㈫

●
Ｊ
Ｗ

－

Ｃ
Ａ
Ｄ
基
礎
講
座

日
時
　
５
月
10
日
㈭
、
15
日
㈫
、

17
日
㈭
、
22
日
㈫
、
24
日
㈭
、
29

日
㈫
　
９
時
〜
12
時

内
容
　
図
面
作
成
の
基
礎
習
得
、

Ｃ
Ａ
Ｄ
実
務
演
習

定
員
　
10
人

受
講
料
　
３
９
８
８
０
円

申
込
期
限
　
５
月
７
日
㈪

●
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ

－

Ｃ
Ａ
Ｄ
基
礎
講
座

日
時
　
５
月
11
日
㈮
、
14
日
㈪
、

18
日
㈮
、
21
日
㈪
、
25
日
㈮
、
28

日
㈪
　
13
時
〜
16
時

内
容
　
図
面
作
成
の
基
礎
習
得
、

簡
単
な
平
面
図
の
作
図

定
員
　
５
人

受
講
料
　
３
９
８
８
０
円

申
込
期
限
　
５
月
７
日
㈪

●
申
込
先

　
え
ひ
め
東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ

ー
（
新
居
浜
市
大
生
院
）
内

　
㈱
ト
ッ
プ
エ
フ
ォ
ー
ト

℡
０
８
９
７

－

５
３

－

５
１
１
２
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ふるさと再発見講座
ふるさと西条を５つのテーマから学ぶ

定員：約60人
場所：中央公民館
時間：13時30分～15時30分

①９月５日㈬　西条にある世界一　～市之川鉱山輝安鉱～
②10月３日㈬　1300年の時とつながる国史跡　永納山城跡
③10月31日㈬　西条の地形と湧き水
④11月14日㈬　カブトガニの保護　取り組みと成果
　　　　　　　～今、私達に出来る事～

⑤12月５日㈬　幕末の群像　近藤篤山とその門人達

講座名 開催日・サブテーマ 講師

平成30年度 市民大学
　市民の皆さんの高度な学習要望にお応えし、心豊かで充

実した人生を送ることができる生涯学習社会の実現を目的

として、西条市市民大学を開催します。

■申込方法　市教育委員会（市庁舎新館４階、東予総合

　支所）、各公民館にある案内チラシ内の申込用紙を、

　中央公民館か前述施設へ提出してください。

■募集期間　４月１日㈰～25日㈬
■問 合 せ　中央公民館　TEL0898－65－4030

人権・同和教育講座
場所：①⑤中央公民館
　　　②～④総合文化会館
時間：①⑤10時～11時30分
　　　②～④19時～20時40分

身近な法律講座
身近な法律問題

文学講座
「文学」と「邂逅」
定員：約80人
場所：中央公民館
時間：13時30分～15時30分

健康講座　転ばぬ先の杖‥予防
転倒から認知症、誤嚥、生活不活発病に至るまで

定員：約80人
場所：中央公民館
時間：13時30分～15時30分

定員：約80人
場所：中央公民館
時間：13時30分～15時

①５月30日㈬　いろいろな保険
②６月27日㈬　男女において生じる法律問題
③７月11日㈬　遺産分割の方法
④８月29日㈬　消費者を保護する法律について
⑤９月12日㈬　交通事故をめぐる法律問題

弁護士　三浦裕章氏

弁護士　奥島直道氏

弁護士　和田聖仁氏

弁護士　藤田浩晃氏

弁護士　水田大輔氏

愛媛大学図書館長　清水　史氏

聖カタリナ高校教諭　田中千晶氏

愛媛大学非常勤講師　村尾恵一氏

愛媛大学准教授　秋山英治氏

愛媛大学客員教授　木藤隆雄氏

宇和島市人権対策協議会 宝本志保氏

にじいろi-Ru 田中一歩氏・近藤孝子氏

一般社団法人いきる代表理事会長 北野賢三氏

ソプラノ歌手 渡辺千賀子氏

愛媛県人権教育協議会理事 米田孝弘氏

①７月８日㈰　アイヌ文学と金田一京助
②８月５日㈰　藤原定家と百人一首
③９月９日㈰　大伴家持と防人
④10月７日㈰　夏目漱石と坊っちゃん
⑤11月11日㈰　正岡子規と時代を共有した仲間たち

歴史講座
都市とくらし
定員：約80人
場所：中央公民館
時間：13時30分～15時30分

河原医療大学校

池之上卓治氏

①９月15日㈯　食生活からみる古代ローマの人々と暮らし
②10月20日㈯　ふるさと愛媛の大気環境を考える
③11月10日㈯　ドイツ世界遺産の町クヴェードリンブルク
④12月８日㈯　西条の水と地域起し
⑤12月22日㈯　近世城下町の比較、屋敷と家屋～松山と高松～

①６月３日㈰　生活不活発病と寝たきり予防
②７月１日㈰　脳機能最前線と認知症予防
③９月２日㈰　摂食嚥下と誤嚥性肺炎予防
④10月21日㈰　身体の機能低下と転倒・骨折予防
⑤11月18日㈰　予防はまず実践　身体の全てを使ってみよう

①５月19日㈯　子ども会活動を通して
②６月13日㈬　LGBTについて
③７月25日㈬　障害者差別の解消について
④９月20日㈭　部落問題について
⑤10月27日㈯　部落差別解消法について

食育講座　ライフステージ別食育
定員：約60人
場所：①②④⑤西条公民館
　　　③食の創造館
時間：10時～12時

①５月25日㈮　時間栄養学に学ぶ食べ方
②６月29日㈮　成人期の食育（朝食の大切さを中心に）
③７月13日㈮　調理実習：夏を美味しく健康に！
④８月24日㈮　壮年期の食育（生活習慣病予防改善のための食べ方）
⑤９月21日㈮　高齢期の食育（前期高齢期で決まる！高齢期の食）

㈱ヘルシープラネット

代表取締役・管理栄養士

今川弥生氏

愛媛大学名誉教授　山川廣司氏

愛媛大学名誉教授　深石一夫氏

愛媛大学名誉教授　森　孝明氏

愛媛大学教授　水口和寿氏

愛媛大学名誉教授　内田九州男氏

市之川公民館　館長　

社会教育課　職員　

ＮＰＯ法人西条自然学校理事長　山本貴仁氏

東予郷土館　嘱託職員　 

小松史談会会長　石丸敏信氏

■西条市庁舎　　TEL0897－56－5151　　■東予総合支所　TEL0898－64－2700

■丹原総合支所　TEL0898－68－7300　　■小松総合支所　TEL0898－72－2111 情報最前線



東予北地域交流センター　三芳997　TEL0898－66－4185

受講料：無料（材料費は個人負担）

申込期間：４月１日㈰～10日㈫

教室名・内容 定員 日時

13 30～16 00

15 00～16 30第１・３土曜日

第２・４水曜日16人

15人

20人

トールペイント
　アクリル絵の具ペイント

ボール体操　ボールを使った体操
（毎月）と音楽に合わせた体操（年４回）

パッチワーク(中級)
　初級修了者対象

12 30～14 00第１・３土曜日15人
パッチワーク(初級)
　小物入れ、飾り物

第２木曜日（毎月）　13 30～15 30

第４木曜日（年４回）13 30～15 00

東予南地域交流センター　石田402－１　TEL0898－65－6680
教室名・内容 定員 日時

10 00～12 00

 9 30～11 30

10 00～11 30

10 00～12 00

第２月曜日

第２火曜日

第２・４水曜日

第２金曜日

16人  9 30～11 30

12人

16人

10人

20人楽らく体操
　簡単体操で心身リラックス

第１・３水曜日茶道(中級)　初級修了者対象

陶芸(初級)　コップ、花瓶、食器

第２・４木曜日16人  9 30～11 30陶芸(中級)　初級修了者対象

第２・４水曜日10人 10 00～12 00茶道(初級)　礼儀、お茶の作法

スタンピングコラージュ
　レジンやスタンプで小物作り

ネイチャープリント
　小物、アクセサリー、壁飾りなど

西条西部地域交流センター　氷見西新開59　TEL0897－57－6061
教室名・内容 定員 日時

13 00～16 00

13 30～15 00

13 00～15 30

13 00～15 30

 9 30～16 00

9 30～11 00

第１・３木曜日

第２・４月曜日

第２・４木曜日

第１～３火曜日

第１～３火曜日

第１水曜日

20人

20人

16人

20人

50人

50人

木彫　アクセサリー、一般彫刻など

歌唱(１部)　歌謡曲ほか

9 30～12 00第４金曜日20人
トールペイント
　アクリル絵の具ペイント

歌唱(２部)　歌謡曲ほか

陶芸(初級)　花さし、つぼ、食器

陶芸(中級)　初級修了者対象

染色　現代の感性に合った染色

　創作の家と各地域交流センターでは、創作教室の受講生

を募集します。受講希望の方は、各施設へ直接お申し込み

ください。申込受付は定員になり次第、締め切ります。

西条東部地域交流センター　飯岡550　TEL0897－55－3961
教室名・内容 定員 日時

13 00～16 00

 9 30～12 00第１・３水曜日

第１～３木曜日

第１～３木曜日

20人

20人

20人

13 00～16 00第２・４水曜日20人木彫　アクセサリー、一般彫刻など

第２・４火曜日20人
トールペイント
　アクリル絵の具ペイント

 9 30～16 00第３火曜日20人かずらクラフト 手工芸品、民芸品

13 00～15 30第１・３水曜日50人歌唱(１部)　歌謡曲ほか

13 00～15 30第２・４水曜日50人歌唱(２部)　歌謡曲ほか

陶芸(初級)　花瓶、食器、飾り物

陶芸(中級)　初級修了者対象

紙粘土　紙粘土人形作り

9 30～12 00

13 30～16 00

創作の家　大町395－1　TEL0897－56－7493
教室名・内容 定員 日時

9 30～12 00

13 30～16 00

 13 30～16 00

 13 00～16 00

13 00～16 00

 9 30～12 00

 9 30～12 00

 9 00～11 30

第１～３金曜日

第１～３金曜日

第２・４金曜日

第１・３土曜日

第１・３水曜日

第１・３木曜日

第１・３金曜日

第１・３火曜日

20人

20人

20人

20人

15人

15人

15人

15人

木彫　初心者コース　一般彫刻

鉢物　鉢植えの手入れ

木工　初心者コース　小型家具など

9 30～11 30第２・４水曜日15人書道　初心者コース

陶芸(初級)　花瓶、食器、飾り物

陶芸(中級)　初級修了者対象

紙粘土(初級)　紙粘土人形作り

紙粘土(中級)　初級修了者対象

パソコン　初心者コース

 9 30～11 30第１・３水曜日20人ペン字　初心者コース

創作教室 受講生募集

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

　
あ
な
た
の
家
族
や
大
切
な
人
が

突
然
倒
れ
た
と
き
、
適
切
な
応
急

手
当
を
行
え
る
よ
う
、
毎
月
第
３

日
曜
日
の
「
応
急
手
当
の
日
」
に

消
防
署
で
講
習
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

日
時
　
４
月
15
日
㈰

　
　
　
９
時
〜
12
時

場
所
　
東
消
防
署
３
階
大
会
議
室

申
込
先

○
東
消
防
署

℡
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

○
西
消
防
署

℡
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

衣
類
・
古
布
・
小
型
家
電
を

回
収
し
ま
す

〜
衣
類
・
古
布
は
再
利
用

　
小
型
家
電
か
ら
金
メ
ダ
ル
へ
〜

日
時
　
４
月
29
日
㈰

　
　
　
９
時
〜
15
時

場
所
　
産
業
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
・
ふ
れ
あ
い
エ
コ
広
場
（
９
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

※ 

回
収
で
き
な
い
物
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

回
収
す
る
物

○ 

衣
類
、
ハ
ン
カ
チ
・
タ
オ
ル
・

シ
ー
ツ
な
ど
の
古
布
（
着
用
・

使
用
が
可
能
な
状
態
の
も
の
）

※ 

透
明
・
半
透
明
の
ご
み
袋
な
ど

へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
濡
れ
・

汚
れ
・
傷
み
・
破
れ
の
あ
る
物

は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

○ 

携
帯
電
話
・
ゲ
ー
ム
機
な
ど
の

小
型
家
電
（
小
型
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
法
施
行
令
で
指
定
の
品
目
）

※ 

対
象
品
目
は
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
テ

レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫
な

ど
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
　
市
庁
舎
新
館
２
階

　
環
境
衛
生
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
８

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

受
験
資
格

○
昭
和
63
年
４
月
２
日
〜
平
成
９

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

○
平
成
９
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
、
大
学
を
卒
業
ま
た
は
平

成
31
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
方

受
付
期
限
　
４
月
11
日
㈬

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
）

URL http://w
w
w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

１
次
試
験
日
　
６
月
10
日
㈰

１
次
試
験
地
　
松
山
市
な
ど

問
合
せ
　
愛
媛
労
働
局
総
務
課

℡
０
８
９

－

９
３
５

－

５
２
０
０
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西
条
市
国
際
交
流
協
会

会
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

●
会
員
募
集

　
一
緒
に
楽
し
く
国
際
交
流
を
通

し
て
地
域
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
経
験
も

語
学
力
も
問
い
ま
せ
ん
。

年
会
費
（
随
時
受
付
）

○
個
人
　
１
０
０
０
円

○
高
校
生
以
下
　
５
０
０
円

○
団
体
・
法
人
　
１
万
円

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
載
し
提
出

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録

　
在
住
・
観
光
外
国
人
の
お
手
伝

い
が
で
き
る
方
の
登
録
を
お
願
い

し
ま
す
。
協
力
が
必
要
な
と
き
に

協
会
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

通
訳
・
翻
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
18

歳
以
上
）　
在
住
・
観
光
外
国
人

の
た
め
の
通
訳
・
翻
訳

日
本
語
サ
ポ
ー
タ
ー
（
18
歳
以
上
）

　
在
住
外
国
人
へ
の
日
本
語
指
導

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
バ
ン
ク
　
外
国
人
来
訪
者
の
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ

申
込
方
法
　
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
み

●
申
込
先
　
市
庁
舎
本
館
３
階

　
地
域
振
興
課
（
事
務
局
）

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

FAX
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
３
０

URLhttp://w
w
w
.saijo-iea.jp/

危
険
物
取
扱
者
試
験（
第
１
回
）

試
験
の
種
類
　
甲
種
、
乙
種
（
第

１
〜
６
類
）、
丙
種

日
時
　
６
月
24
日
㈰
　
10
時
〜

受
験
地
　
西
条
市
な
ど

願
書
受
付
期
間

○
書
面
申
請

　
４
月
10
日
㈫
〜
20
日
㈮

○
電
子
申
請

　
４
月
７
日
㈯
〜
17
日
㈫

願
書
配
布
先

　
消
防
本
部
予
防
課
、
西
消
防
署
、

東
予
地
方
局
防
災
対
策
室

書
面
申
請
の
提
出
先

　
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
愛
媛

県
支
部
（
松
山
市
千
舟
町
）

℡
０
８
９

－

９
３
２

－

８
８
０
８

電
子
申
請
に
関
す
る
問
合
せ

　
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
７
０

－
０
７

－

１
０
０
０

そ
の
ほ
か
の
問
合
せ

　
消
防
本
部
　
予
防
課

℡
０
８
９
７
－

５
６

－

０
２
５
１

自
衛
隊
就
職
説
明
会

日
時
　
４
月
18
日
㈬

　
　
　
18
時
〜
19
時

場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
　
自
衛
官
の
仕
事
内
容
、
採

用
種
目
、
福
利
厚
生

問
合
せ
　
自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

℡
０
８
９
７

－

３
２

－

５
３
９
６

高
齢
者
の
た
め
の

お
仕
事
相
談
会

日
時
　
４
月
６
日
㈮
・
５
月
７
日

㈪
・
６
月
８
日
㈮
・
７
月
６
日
㈮

・
８
月
３
日
㈮
・
９
月
７
日
㈮

　
13
時
30
分
〜
16
時

※
受
付
は
13
時
〜
15
時
30
分
、
受

付
順
で
個
別
面
談

場
所
　
西
条
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
（
小
松
総
合
支
所
３
階
）

内
容
　
臨
時
・
短
期
的
、
軽
易
な

就
業
に
関
す
る
相
談
や
情
報
提
供
、

高
齢
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
案
内
な
ど

対
象
　
市
内
在
住
の
健
康
で
働
く

意
欲
の
あ
る
60
歳
以
上
で
、
現
在

仕
事
を
し
て
い
な
い
方

問
合
せ
　（
公
社
）
西
条
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
９
８

－

７
６

－

３
６
７
０

夏彩祭2018
出展ブース＆ステージ出演者募集

出展ブースの部

　時間　　　①10時～15時　②10時～21時

　スペース　テント１張り分

　出展料　　①2,000円（テントなどを実行委員

　　　　　　　会が手配する場合は3,000円）

　　　　　　②5,000円

ステージ出演の部

　出演時間　30分（10時～15時の間）

応募期限　５月１日㈫
※応募多数時は実行委員会で選考。

※内容は特に制限なし。

申込先　夏彩祭実行委員会

　　　　（西条商工会議所東予支所内）TEL0898－64－5000

開催日
８/26㈰

合同企業説明会

新居浜・西条・四国中央就活地方祭
日時　４月29日㈰　13時～17時
場所　ひめぎんホール（松山市道後町）

内容　地元での就職を希望する大学等卒業予定者や、東予地域

へのＵ・Ｉ・Ｊターンを検討する一般求職者に向けた説

明会

対象　平成31年３月の大学等卒業予定

者やその保護者、一般求職者

参加企業　新居浜・西条・四国中央市

に本社・事業所を置く約75

社（予定）

※市ホームページに掲載

問合せ　市庁舎新館２階

　　　　産業振興課

　　　　TEL0897－52－1407
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佐伯記念館・郷土資料館
丹原町池田1711－1　　TEL0898－68－4610

●さくら展

　「めだかの姉妹」の桜三昧のパッチワークを展示。

期間　４月１日㈰～15日㈰
●館蔵品展

　丹原町ゆかりの作家の洋画、版画、

日本画などを展示。松本真砂雄の「美

人画」、黒光茂樹の「百合」（右写真）

「朝顔」「茄子」を修復しました。

期間　４月21日㈯～５月４日㈮

●椿写真展

　小松町にまつわる椿の写真展。

湯上りに、ぜひご鑑賞ください。

期間　４月１日㈰～30日㈪【四国鉄道文化館　北館】

●写真展「鉄道歴史パークの10年」

　パークの10周年を写真で振り返り

ます。右写真は、南館に搬入される

Ｃ57（平成26年２月撮影）。

日時　５月７日㈪まで
●紙芝居「十河信二伝」上演（協力：つくしんぼの会）

日時　４月８日㈰　13時30分上演
●レールスター（軌道自転車）乗車会

日時　日曜日　※雨天中止　10時～12時、13時～15時

【四国鉄道文化館　南館】

●ＳＬお掃除・学習会「シゴナナぷらす」

日時　４月８日㈰　13時～15時
対象　小学生以上（小学生は保護者同伴）

定員　先着10人　　講師　大山正風氏

申込先　南館　TEL0897－52－1303

●ペーパークラフト体験教室

　いろんな列車を作ろう！　日時　土曜日　14時～15時

鉄道歴史パーク in ＳＡＩＪＯ
大町798－1　　TEL0897－47－3855

【開 館 時 間】９時～18時

【４月休館日】水曜日　　※観光交流センターは無休

小松温芳図書館・郷土資料室
小松町新屋敷甲3007－1　　TEL0898－72－5634

●特別展　文化財指定記念「南明禅師」展

　北条の長福寺所蔵「木像

彫刻」と小松町の佛心寺所

蔵「頂相（肖像画）」のほ

か、未公開資料を展示。

期間　４月22日㈰まで

【開館時間】９時～17時30分 【４月休館日】水曜日、30日㈪

【開 館 時 間】10時～22時（受付21時30分まで）

【４月休館日】水曜日

椿交流館（椿温泉こまつ）
小松町新屋敷乙22－29　　TEL0898－76－3511

【開館時間】８時30分～17時【４月休館日】月曜日（30日開館）

東 予 郷 土 館
周布427　　TEL0898－65－4797

●穐月明展－あたたかいまなざし－

　郷土ゆかりの画家・穐月明氏がご逝去さ

れて１年。ご遺族から寄贈の４点と当館所

蔵の作品を展示し、氏を回顧します。

期間　４月28日㈯～６月29日㈮
●和紙教室作品展

　俳画、ちぎり絵、染め紙、和紙人形などを展示。

期間　４月18日㈬まで
●－没後20年－芥川永彫刻展

　当市出身の彫刻家・芥川永氏の作品を展示。

期間　５月13日㈰まで

【開館時間】９時～19時　　【４月休館日】月曜日

　受講希望者は、東予郷土館・各公民館にある申込用紙に

必要事項を明記し、東予郷土館へ直接提出してください。

※講座・教室によっては、材料費などの費用が必要です。

東予郷土館　各種講座・教室
申込期間：４月１日㈰～29日㈰（先着順）
講座・教室名 開講日時（毎月実施） 初回日 定員 内容

50人５月11日

15人５月15日

15人５月18日

15人５月18日

15人５月25日

15人５月23日

15人５月19日

30人５月17日

30人５月10日

郷土ゆかりの古文書の読み方や内容の学習。

四季の風物や身近な自然を墨で描きます。

色和紙をちぎって花や風景を描きます。

和紙を染料で染めて、物作りをします。

和紙で日本人形などを作ります。

建禮門院右京大夫集を学びます。

読書を通じて互いの考え方・生き方を学習。

　　　第２金曜日　　　10時～12時

Ａ班：第１・３火曜日　10時～12時

Ｂ班：第１・３金曜日　10時～12時

Ａ班：第１・３金曜日　13時30分～15時30分

Ｂ班：第２・４金曜日　13時30分～15時30分

　　　第２・４水曜日　13時30分～15時30分

　　　第１・３土曜日　13時30分～15時30分

　　　第３木曜日　　　14時～16時

　　　第２木曜日　　　13時30分～15時30分

古文書講座

俳画教室

ちぎり絵教室

和紙染め紙教室

和紙人形教室

古典文学講座

かがやき読書会
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●４月からプラネタリウムの投影を休止します

　設備の不具合などのため、プラネタリウムのご利用は

４月１日㈰から休止させていただくことになりました。
　今後の再開は未定です。ご理解をお願いします。

●春の星座を探そう

日時　４月21日㈯　19時30分～20時30分
対象　幼児・小学生　　定員　20人

※要申込。３年生以下は保護者同伴。

●水泳教室　―会員募集中―

開催日　火・木曜日の週１回または週２回コース

対象　３歳児～成人

　　　※年齢に応じて開催時間が異なります。

料金　入会金：初回500円　※送迎バス有（別途料金必要）

　　　週１回：月4,500円　週２回：月7,500円

●市内小・中学生「無料開放」

日時　４月７日㈯・14日㈯　10時～12時
●市内小・中学生「無料クロール教室」

日時　４月28日㈯　10時30分～11時

丹原Ｂ＆Ｇ海洋センター
丹原町志川甲12－1　　TEL0898－75－3933

【開館時間】10時～21時　【４月休館日】月曜日（30日開館）

●押花くらぶ・花の里作品展

　押し花額にした四季折々の花たちを

ぜひご覧ください。

期間　４月１日㈰～29日㈰
●火おこし体験

日時　土・日曜日　10時～15時　※要申込

　丹原ふるさと歴史館は、市内で

実際に使用されていたさまざまな

民俗資料を展示しています。

　４月から当館の見学は、電話などでの予約制で開館す

ることになりましたので、ご了承ください。

見学可能日時　月～金曜日　９時～17時

　　　　　　　※祝日・12月29日～１月３日を除く。

申込先　東予総合支所　市教育委員会西部分室

　　　　TEL0898－64－2700

考 古 歴 史 館
福武乙27－6　　TEL0897－55－0419

【開館時間】９時～17時　【４月休館日】月曜日（30日開館）

生 涯 学 習 の 館
天神１－205　　TEL0897－53－8686

●生涯学習の館絵画教室作品展　当館学習グループ展。

期間　４月１日㈰～20日㈮　※最終日は17時まで
●絵画教室　水彩画（用具は各自持参）

日時　４月６日㈮・20日㈮　19時～21時
●中高年ピアノ教室

日時　４月４日㈬・18日㈬　13時30分～15時30分
対象　40歳以上の初心者　※教材自己負担

【開館時間】９時～22時　【４月休館日】月曜日（30日開館）

こ ど も の 国
明屋敷131－2　　TEL0897－56－8115

【開館時間】８時30分～17時【４月休館日】月曜日（30日開館）

●和の世界2018　～光と癒しの作品展～

　和紙と漆、竹と紙の心癒やされる作品。

期間　４月１日㈰～30日㈪
　　　※最終日は16時まで

西 条 郷 土 博 物 館
明屋敷237－1　　TEL・FAX0897－56－3199

【開館時間】９時～17時　【４月休館日】月曜日（30日開館）

愛 媛 民 芸 館
明屋敷238－8　　TEL0897－56－2110

【開館時間】９時～16時30分【４月休館日】月曜日（30日開館）

●染物とかご展

　開館時から集めた筒描き、型染などの染物、竹かご。

期間　４月７日㈯～７月29日㈰
●Ｔｏｍｏナチュラルファブリックス（草木染）展

　タイの草木染・手ばた織に魅せられ、

現地へ移住したＴｏｍｏさんの作品展。

期間　４月７日㈯～４月15日㈰
　　　※最終日は15時まで

●民芸物づくり教室「石膏鋳造での鋳物づくり」

　粘土で作った自分だけのかわいい

マスコットが、鋳物になります。

日時　４月22日㈰　９時30分～15時
定員　３人　費用　500円　※要申込

五 百 亀 記 念 館
明屋敷238－2　　TEL0897－53－1008

い お き

●開館時間が「９時～17時」に変わります。

　４月から当館は17時に閉館しますので、ご注意くださ

い。皆さまのご理解をお願いします。

●おもしろアート二人展　～陶人形と鉄アート～

期間　４月３日㈫～15日㈰　※最終日は15時まで
●第17回ほのぼの絵手紙展

期間　４月18日㈬～30日㈪　※最終日は15時まで

【開館時間】９時～17時　【４月休館日】月曜日（30日開館）

丹原ふるさと歴史館
４月から予約制で開館します
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西条図書館：大町1590　TEL0897－56－2668

東予図書館：周布427　 TEL0898－65－4797

丹原図書館：丹原町池田1733－1（丹原総合支所３階）　TEL0898－68－8711

小松温芳図書館：小松町新屋敷甲3007－1　TEL0898－72－5634

●６日・20日（金曜日）

飯岡西原集会所　　　10：00～10：20

飯岡戻川集会所　　　10：30～11：00

禎瑞小学校　　　　　13：00～13：30

田滝小学校　　　　　14：00～14：30

徳田公民館　　　　　14：40～15：10

●13日・27日（金曜日）

千野々バス停前　　　10：00～10：30

氷見公民館　　　　　10：50～11：20

玉津小学校　　　　　13：00～13：30

●７日・21日（土曜日）

兎之山集会所　　　　10：00～10：20

舟形バス停横　　　　10：30～11：00

伊曽乃神社鳥居前　　11：10～11：40

大郷集会所　　　　　13：10～13：40

志川集会所　　　　　14：00～14：20

中川公民館　　　　　14：30～15：00

●14日・28日（土曜日）

楠河公民館　　　　　10：00～10：40

庄内小学校　　　　　10：50～11：20

東予北地域交流センター

　　　　　　　　　　11：30～11：50

多賀小学校　　　　　13：10～13：40

周布小学校　　　　　13：50～14：20

吉井公民館　　　　　14：30～15：00

【開館時間】

　西条図書館：９時～22時

　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時

【４月休館日】

　西条図書館：30日㈪
　東予図書館：月曜日

　丹原図書館：金曜日、30日㈪
　小松温芳図書館：水曜日、30日㈪

西条図書館

○ぴょんぴょんお話会

　４月14日㈯　15時～15時30分　　　対象：幼児・小学生
○ぴよぴよお話会

　４月25日㈬　10時～、10時30分～　対象：乳幼児
東予図書館

○ころころどんぐりお話会

　４月11日㈬　10時30分～　　対象：乳幼児以上
丹原図書館

○ばらっこおはなし会

　４月14日㈯　14時～15時　　対象：幼児以上
○たんたんおはなし会

　４月26日㈭　10時30分～11時　　対象：乳幼児
小松温芳図書館

○おはなし会

　４月28日㈯　10時30分～　　対象：乳幼児以上
※その他の講座は各館配布の「図書館だより」をご覧ください。

●９日・23日（月曜日）

市民の森入口分岐点　 9：40～10：10

グリーンハイツグラウンド

　　　　　　　　　　10：20～10：50

壬生川小学校　　　　13：00～13：30

庄内公民館　　　　　13：50～14：20

ＪＡ周桑吉岡支所前　14：30～14：50

●３日・17日（火曜日）

船屋集会所　　　　　10：00～10：40

玉津団地集会所　　　10：50～11：20

西条小学校　　　　　13：00～13：30

神戸公民館　　　　　13：50～14：00

明穂集会所　　　　　14：30～15：00

●10日・24日（火曜日）

大谷西　　　　　　　10：00～10：30

西福寺入口　　　　　10：40～11：10

橘小学校　　　　　　13：00～13：30

桜樹公民館　　　　　14：00～14：30

田野公民館　　　　　14：40～15：00

●４日・18日（水曜日）

橘公民館　　　　　　10：00～10：30

グループホームまなべ駐車場

　　　　　　　　　　10：40～11：10

飯岡小学校　　　　　13：00～13：30

生涯学習の館　　　　13：40～14：10

●11日・25日（水曜日）

ファミリーハイツ北公園

　　　　　　　　　　10：00～10：30

オレンジハイツグラウンド

　　　　　　　　　　10：40～11：10

神戸小学校　　　　　13：00～13：30

国安上集会所前　　　14：00～14：30

▼ 月のおはなし会 ▼ ▼移動図書館車「カワセミ号」 月の巡回コース▼

●のびのびタイム　　次の各土曜日　13時30分～14時30分

　４月７日：大なわとび　　４月14日：シャボン玉

●アイロンビーズ「ミッキー・ミニー」

　４月４日㈬　10時30分～11時30分、13時30分～14時30分
●リトミック（要申込）

　４月25日㈬　11時～11時45分
　対象：２歳児～未就学児の親子　　定員：10組

●にこにこクッキング「三色おにぎりと味噌汁」

　４月７日㈯　10時～12時　　場所：大町公民館
　定員：小学生10人　　必要な物：エプロン、三角巾など

●リトミック（要申込）　定員：親子各10組

　４月11日㈬　１歳６カ月～２歳２カ月：15時～15時30分
　　　　　　　２歳３カ月以上：15時40分～16時10分

●えいごであそぼう！（要申込）

　４月21日㈯　10時30分～11時30分　　定員：小学生15人
●子どもクラブ員募集　受付：４月１日㈰開始（先着順）
　対象：小学生　定員：各クラブ10人　※電話申し込み可
○囲碁将棋クラブ（高学年対象）：第２土曜日　10時～

○生花クラブ：第４土曜日　10時～

○ジュニアボランティアクラブ：第４土曜日　14時～

○土曜エプロンクラブ：奇数月の土曜日　10時～

●こども映画会「怪盗グルーのミニオン大脱走」

　４月５日㈭　13時30分～15時　　対象：幼児・小学生
●茶道クラブ

　４月14日㈯　10時～12時　　対象：幼児・小学生
●みんなで遊ぼうデー「メンコであそぼう！」（要申込）

　４月14日㈯　14時～15時　　定員：小学生20人

【開館時間】８時30分～17時　　※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。

【４月休館日】月曜日、29日㈰

氷見西新開59　TEL0897－57－6061西条西部児童館

丹原児童館 丹原町池田1802－3　TEL0898－68－6960

西条児童館 大町456－1　TEL0897－56－2511 広岡甲92－2　TEL0898－66－5342東予西児童館

児童館・四館合同企画「チャレンジカップ」（要申込）

４月21日㈯　14時～15時　場所：市内児童館
定員：各館・小学生15人　種目：なわとび大会
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　３月１日から７日まで全国一斉に春の火災予防運動

が実施されました。当市においても、火災が発生しや

すい時期を迎え、火災予防運動行事の一環として防火

パレードを実施し、市民の皆さんへの火災予防啓発と

消防の士気高揚を図りました。

 新産業創出と交流人口拡大などを目指す起業型の地

域おこし協力隊員の就任式を開催。隊員の（左から）

高田裕明さん、安形真さん、古賀あつみさんは、新年

度から募集する起業家の育成や支援、地元地域や企業

との協働などをコーディネートする役割を担います。

２／26　中四国初　起業型地域おこし協力隊３／１　火の用心～防火パレード～

　愛媛・小松つばき会主催による「椿一輪展」が椿ハ

ウスなどで開催。会場では会員が育てた椿の展示のほ

か、椿油や苗木の販売、椿カレンダーの配布などが行

われ、多くの人でにぎわいました。訪れた皆さんは、

春を告げる椿の花に心を和ませていました。

　今回で最後となる「梅まつり」が市民の森で開催。

当日は多くの方が訪れました。お茶席や俳句・短歌・

川柳大会、西条の花の名所紹介や餅のふるまい、しょ

うが湯のおもてなしなどが行われ、来場した皆さんは

早春のひとときを楽しんでいました。

３／３・４　春を告げる椿の花 ２／25　一足早い春を楽しむ

　２月にミャンマーで開催のロードアジア選手権大会

で優勝、マレーシアで開催のトラックアジア自転車競

技選手権大会で団体２位の座に輝いた、松山城南高校

の日野泰静選手（当市在住）が市役所を訪問。今後の

世界大会での活躍を誓ってくれました。

２／28　初めての国際大会で優勝！

　子どもたちを対象にトップアスリートによるスポー

ツ教室を行っています。２月11日に南條充寿先生を迎

えて柔道教室が、18日には小林史和先生を迎えて中・

長距離陸上競技教室が開催。参加した92人の子どもた

ちは、先生の指導の下、競技力の向上を図りました。

２／11・18　しっかり学びステップアップ
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「軽視される者」
　　をよく考えよう

　初めまして。ケイリ―・フレミングです。私が日本に来た

かった理由の一つは、日本の物語作家が優れていて、特にホ

ラー映画に興味を持っているからです。

　大学時代、勉強したフェミニズム運動に関する社会問題は

東アジアのホラー映画と相関性があると気が付きました。東

アジアは欧米よりもホラーのジャンルが深いです。独創性に

富み、ほぼ女主人公のジャンルとして進歩していると思いま

す。面白く、複雑で、完璧ではない女性たちが主人公となり

性的に対象化されていません。

　東アジアのホラーは女性の複雑さをよく表現しています。

女性の命、欲求、片親であること、人工流産、精神疾患など

が映画の内容に含まれています。女主人公を通し、羞恥心、

自殺や同性愛などの社会問題を分析し、女性を軽視する社会

を非難しています。ほかのジャンルの映画では、このような

問題を軽く扱うか、ほとんど無視する傾向があります。

　なぜ女性が主人公なのかというと、幽霊を深く感じる人は

世界のゆかいな仲間たち

今回のフレンド

ケイリー・

フレミング
№125

大体女性に限られているからで

す。幽霊と女性には類似点があ

るので、女性は男性より幽霊を意識しやすいのでしょう。そ

の類似点は偶然ではありません。幽霊と女性は、社会の外、

相互理解の外、自然界の外などの「外」という共通点があり

ます。他人を不愉快な思いにさせるときには幽霊も女性も無

視されます。わずかなことであれば「ただの風のいたずらだ

よ」「配管が外れただけだよ」「ただの女の人だよ」と言い

訳がたちますが、あまりにも大きくなったり、執念深くなっ

たり、恐怖を感じたりすると、無視することができなくなり

ます。結局、東アジアのホラー映画の幽霊は父権社会の抑圧

と、その抑圧により生じる女性に対する悲劇を象徴します。

　映画におびえ、不愉快な思いをするのなら、見終わった後

「ただの映画だった」といわず、もっと深く追求するべきで

す。「恐怖」はとてもリアルなのです。

　　　　　　　　　＜訳：国際交流員ダイアナ・リントン＞

愛媛県ＡＬＴ

（外国語指導助手）
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定期無料相談
＜代表電話＞　○西条市庁舎：0897－56－5151　○東予総合支所：0898－64－2700

　　　　　　　○丹原総合支所：0898－68－7300　○小松総合支所：0898－72－2111

＜注意事項＞　定期相談の実施日は原則「祝日・年末年始」を除きます。問＝問合せ

行政相談

○４月10日㈫　９時～12時　丹原福祉センター
○４月24日㈫　９時～12時　徳田公民館
　問丹原総合支所総務課
○４月10日㈫　13時～15時　市庁舎新館１階市民生活課
　問市庁舎新館１階市民生活課　TEL0897－52－1243
○４月17日㈫　10時～12時　東予総合支所１階面接室
　問東予総合支所総務課
○４月20日㈮　13時～15時　小松公民館
　問小松総合支所総務課
人権相談

○４月17日㈫　13時～17時　氷見交友会館
　問市庁舎新館１階市民生活課　TEL0897－52－1243
○月～金曜日　８時30分～17時15分　松山地方法務局西条支局

　問松山地方法務局西条支局　TEL0570－003－110
法律相談　

事前予約制（受付４月２日㈪～、先着15人）
※弁護士が解決の糸口となる助言を行います。相談時間は、１人

　15分間ですので、相談内容を整理しておいてください。

○４月11日㈬・25日㈬　13時～17時　市庁舎新館１階市民生活課
　問市庁舎新館１階市民生活課　TEL0897－52－1243
○４月18日㈬　13時～17時　東予総合支所１階面接室
　問東予総合支所総務課
消費生活相談

　月～金曜日　８時30分～17時15分

　市庁舎新館１階消費生活センター　TEL0897－52－1495

司法書士法律無料相談（相続、遺言、多重債務相談を含む）

　４月４日㈬　10時～12時（受付11時15分まで）
　丹原公民館　

　問愛媛県司法書士会（池田）　TEL0898－68－3373
補聴器相談会

○４月18日㈬　10時～15時　市庁舎新館１階相談室３
○４月19日㈭　10時～15時　東予保健センター研修室２
　問市庁舎本館１階社会福祉課　TEL0897－52－1214
精神障がい者の家族相談会

　４月19日㈭　13時30分～15時30分 
　総合福祉センター２階社会活動団体室

　問さくら家族会（さくらんぼハウス内）　TEL0897－53－1803
青少年電話相談

◆ヤングテレホン　　月～金曜日　８時30分～17時

　TEL0897－52－2828（青少年育成センター）

◆いじめ相談ダイヤル24　　毎日24時間受付

　TEL0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話はTEL089－960－8522）

子育て相談

◆カウンセラーによる教育・発達・医療など「専門的相談」

　○日曜日・祝日　10時～15時　

　　総合福祉センター内　　　ひだまり　TEL0897－55－1018

　○４月21日㈯　10時～12時
　　中川さくら保育園内　　さくらんぼ　TEL0898－73－2141

◆地域子育て支援センター「平日の子育て相談」

　○総合福祉センター内　　　ひだまり　TEL0897－55－1018

　○飯岡保育園内　　おさなごゆめの城　TEL0897－55－2311

　○東予南保育所内　　らっこ・はうす　TEL0898－64－3112

　○小松東保育所内　　たんぽぽくらぶ　TEL0898－72－2538

　○中川さくら保育園内　　さくらんぼ　TEL0898－73－2141

　○紺屋町フロム２階　元気にこにこ堂　TEL090－7624－9420

　○河北こども園内　ぺんぎん・はうす　TEL0898－66－5127

　○神戸幼稚園内　　　　　　にじいろ　TEL0897－56－3229

女性児童各種相談　受付：８時30分～17時15分

◆家庭児童相談　　　　　月～金曜日　市庁舎子育て支援課

　　　　　　　　　　　　　　〃　　　東予総合支所市民福祉課

◆ＤＶ・婦人相談　　　　月～金曜日　市庁舎子育て支援課

　　　　　　　　　　　　毎週水曜日　東予総合支所市民福祉課

◆母子父子寡婦自立相談　火・水・金曜日　市庁舎子育て支援課

　　　　　　　　　　　　月・木曜日　東予総合支所市民福祉課

　問市庁舎本館１階　子育て支援課　TEL0897－52－1373
　　東予総合支所　市民福祉課　　　TEL0898－64－6767

心配ごと相談　主催：西条市社会福祉協議会（社協）

○総合福祉センター　社協西条支所　TEL0897－53－0880

　月～木曜日　13時～16時

○東予総合福祉センター　社協本所　TEL0898－64－2600

　金曜日　９時～12時

○丹原福祉センター　社協丹原支所　TEL0898－76－2433

　第２・４火曜日　９時～12時

○小松地域福祉センター　社協小松支所　TEL0898－72－6363

　第２・４水曜日　13時～16時

不動産無料相談

○４月８日㈰　13時～15時
　西条宅建協会（明屋敷57－11　市役所前）　TEL0897－55－0988

　主催：西条宅建協会

○４月10日㈫　13時～15時
　西条商工会議所東予支所（周布220－２）　TEL0898－64－5000

　主催：宅建周桑連絡協議会、西条商工会議所

若者就労支援出張相談会

　４月10日㈫・24日㈫　13時～17時　ハローワーク西条
　問東予若者サポートステーション　TEL0897－32－2181

～憲法週間行事～　弁護士会による無料法律相談

主　　催　愛媛弁護士会西条支部

問 合 せ　松山地方裁判所西条支部庶務課

　　　　　TEL0897－56－0652

日　　時　５月７日㈪　10時～15時
場　　所　松山地方裁判所西条支部

受付時間　10時～11時30分・13時～14時30分（予約不要）
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■赤ちゃん健康情報

◆ぽかぽか広場　場所：中央保健センター

　保護者同士の交流や情報交換が行える広場

です。午前中は、保健師・助産師・栄養士・

保育士が妊娠や出産、育児などについての相

談に応じます。

日時：火曜日（祝日除く）10時～15時

※相談受付時間は10時～11時30分

※感染症にかかっている方の来場はご遠慮ください。

◆チェリーくらぶ　場所：小松保健センター

　子どもの遊び場や、保護者が気軽におしゃ

べりのできる空間を提供しています。

日時：月・木曜日（祝日除く）９時～16時

■成人向け「健康栄養相談」※要予約

受付時間：13時30分～14時30分

中央保健センター：４月２日㈪・５月２日㈬
東予保健センター：４月９日㈪・５月７日㈪
丹原保健センター：４月16日㈪・５月14日㈪
小松保健センター：４月23日㈪・５月21日㈪

■こころの相談　※要予約

　生活上の問題、治療、社会復帰など、心の

健康相談に医師・保健師が応じます。

日時：４月23日㈪　13時30分～15時30分
場所・申込先：中央保健センター

■認知症お困りダイヤル

月～金曜日（祝日除く）９時～16時30分

地域包括支援センター　TEL0897－52－1412

同サブセンター西部　　TEL0898－64－5613

■西条保健所情報

◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）

　月曜日（祝日除く）10時～11時

◆骨髄バンク登録（要予約）

　月曜日（祝日除く）９時～15時

◆難病医療相談（要予約）

　４月24日㈫　13時30分～15時30分
問合せ：西条保健所　TEL0897－56－1300

■４月の献血日程

◆西条市役所　４月20日㈮　９時30分～12時
◆総合福祉センター　４月29日㈰　
　９時30分～11時30分・12時45分～15時

問合せ：愛媛県赤十字血液センター

　　　　TEL089－973－0755

　４月の乳幼児健康診査の日程は、今月号に

折り込みの「健康カレンダー」をご覧ください。

９：30～11：00
小松保健セン
ター

４月11日㈬

４月10日㈫ 10：00～12：00
中央保健セン
ター

乳幼児相談

４月９日㈪ ９：30～11：00
東予保健セン
ター

妊娠・出産・育児などについて

４月12日㈭ ９：30～11：00
丹原保健セン
ター

ラジオ体操グループ紹介

グループ名　さくら

活動場所　総合福祉センター

　ふれあいトレーニングルーム

活動日　　毎週木曜日

コメント　運動教室卒業生で結成し

たグループです。週１回運動をする

ことで筋力を維持し、自分で歩ける脚づくりや転倒予防をしていきたい

と思います。結成してまだ１年のグループですが、継続することで張り

合いのある毎日を送り、認知症の予防もしていきたいです。

　５月12日は「看護の日」に制定されており、この日を含む週間を「看

護週間」といいます。

　看護週間の記念行事として、１日看護体験の参加者を募集します。ど

なたでも参加できますので、ぜひご応募ください。

ふれあい看護体験に参加しませんか

実施日

５月８日㈫

５月10日㈭

５月12日㈯

〒799－1341　壬生川131番地

地域医療連携室　TEL0898－64－2630

実施施設（募集人数）

西条市立周桑病院

（６人）

申込先（下段は問合先）

済生会西条病院

（５人）

〒793－0027　朔日市269－１

看護部（三島）　TEL0897－55－5100

西条愛寿会病院

（５人）

〒793－0035　福武字蔵尾甲158番地の１

事務長秘書（高野）　TEL0897－55－2300

西条中央病院

（３人）

〒793－0027　朔日市804番地

総務課（池内）　TEL0897－56－0300

村上記念病院

（６人）

〒793－0030　大町739

看護部（日浅）　TEL0897－56－2300

応募方法

　往復はがきに「ふれあい看護体験参加希望」と明記の上①住所②氏名

（フリガナ）③年齢④性別⑤職業（学生は学校・学年）⑥電話番号⑦洋

服・靴のサイズ⑧学校の許可があること（中学生・高校生のみ）を記入

し、各施設に直接お申し込みください。

応募期限　４月20日㈮　必着

　４月１日㈰から電話番号が以下のとおり変わり、各保健センター直通
となります。電話する際はご注意ください。

丹原保健センター

小松保健センター

新番号

0898－68－7345

旧番号

0898－68－7300

0898－72－6363 0898－72－2269

４月１日㈰から電話番号が変わります

※受付時間は各日程終了30分前まで。
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休日夜間急患センター
0897－52－2001

西条愛寿会病院
0897－55－2300

平田クリニック
0898－76－2256

済生会西条病院
0897－55－5100

済生会西条病院
0897－55－5100

飯尾皮フ科泌尿器科
0898－64－5577

飯尾皮フ科泌尿器科
0898－64－5577

今井クリニック
0898－68－8118

済生会西条病院
0897－55－5100

市立周桑病院
0898－64－2630

市立周桑病院
0898－64－2630

休日夜間急患センター
0897－52－2001

９時～18時

18時～22時
村上記念病院
0897－56－2300

９時～18時

18時～22時

９時～18時

18時～22時

受診前に必ず電話してください
症状によっては受診できない場合があります。

４月の当番病医院

広 告 欄 広 告 欄

▼当番病医院は変更の場合があるため、受診前に各病医

　院か、テレホンサービス TEL0897－58－2200 でご確認

　ください。

▼小さな子どもの急な病気やけがで心配なときは、小児

　救急医療電話相談（19時～翌朝８時）をご利用ください。

　医師や看護師が相談に応じます。 TEL＃8000（携帯電話・

　プッシュ回線） TEL089－913－2777（ダイヤル回線）

▼小中学生の時間外受診時は、いったん一部負担金を支

　払い、後日市役所で払い戻し手続きをしてください。

19時～22時

内科 外科

１
㈰

19時～22時

19時～22時

19時～22時

19時～22時

済生会西条病院
0897－55－5100

済生会西条病院
0897－55－5100

19時～22時

２
㈪
３
㈫
４
㈬
５
㈭

19時～22時
６
㈮

19時～22時
７
㈯

休日夜間急患センター
0897－52－2001

19時～22時

８
㈰

９
㈪

19時～22時

村上記念病院
0897－56－2300

９時～18時

10
㈫

18時～22時

村上記念病院
0897－56－2300

村上記念病院
0897－56－2300

村上記念病院
0897－56－2300

横山病院
0898－72－2121

横山病院
0898－72－2121

15
㈰

12
㈭
13
㈮
14
㈯

西条中央病院
0897－56－0300

内科 外科

休日夜間急患センター
0897－52－2001

休日夜間急患センター
0897－52－2001

西条市民病院
0898－72－4111

西条市民病院
0898－72－4111

休日夜間急患センター
0897－52－2001

西条中央病院
0897－56－0300

西条中央病院
0897－56－0300

休日夜間急患センター
0897－52－2001

19
㈭
20
㈮
21
㈯

22
㈰

23
㈪
24
㈫
25
㈬
26
㈭
27
㈮
28
㈯

11
㈬

休日夜間急患センター
0897－52－2001

19時～22時

９時～18時

18時～22時

16
㈪
17
㈫
18
㈬

19時～22時

19時～22時

19時～22時

19時～22時

29
㈰

30
㈪

休日夜間急患センター
0897－52－2001

休日夜間急患センター
0897－52－2001

９時～18時

18時～22時

19時～22時

休日夜間急患センター
0897－52－2001

休日夜間急患センター
0897－52－2001

休日夜間急患センター
0897－52－2001

済生会西条病院
0897－55－5100

調整中：下記のテレホンサ

ービスでご確認ください。

済生会西条病院
0897－55－5100

休日夜間急患センター
0897－52－2001

19時～22時

19時～22時

19時～22時

19時～22時

19時～22時

19時～22時

19時～22時

19時～22時

休日夜間急患センター
0897－52－2001

休日夜間急患センター
0897－52－2001

西条中央病院
0897－56－0300

休日夜間急患センター
0897－52－2001

平田クリニック
0898－76－2256

今井クリニック
0898－68－8118

入場料入場料　全席自由

　次の方々からまごころ銀行にご厚志をいただきました。

心からお礼申し上げます。（順不同　敬称略）

問合せ　社会福祉協議会　TEL0898－64－2600

広 告 欄 広 告 欄

個　　人　〇故　酒井芳郎（三芳）

　　　　　〇故　村上俊枝（旦之上）

各種団体　〇多賀小学校

　　　　　〇徳田小学校ＰＴＡ

春風亭小朝と清水ミチコ大演芸会
「落語とピアノバラエティ」

春風亭小朝と清水ミチコ大演芸会
「落語とピアノバラエティ」

～昔懐かしい～ 

三台のリードオルガンによるコンサート

～昔懐かしい～ 

三台のリードオルガンによるコンサート

出　演出　演 田中依子

演奏曲演奏曲 ♪オンブラ・マイ・フ（ヘンデル）

♪新世界（ドボルザーク）

♪小学唱歌　ほか

総合文化会館 リハーサル室４/14　土 14時開演

日 曜月 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

４ １ 日

※各行事は主催者の都合で変更することがあります。【４月の休館日】月曜日（30日開館）

ちいさなおんがくかい（ピアノ発表会) 大ホール 日野　　　　　　　　　　　TEL0898－68－6675

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　TEL0898－68－3555

無　料13：15

8：30

13：30

会議室

中川さくら保育園　入園式

NAK四国連合会歌謡祭

中川さくら保育園　　　　　TEL0898－73－23089：00

15 日

小ホール

えびね蘭の展示および販売
※21日は17時、22日は16時まで

9：20 大ホール

東日本大震災による避難所生まれのアーティスト
遠藤昭三氏作「ダンボールアート展」
※17時まで、最終日は15時まで

9：50

大ホール

2018  西条さくら咲く展
※17時まで、最終日は15時まで

9：00

５ 木

21
22
土
日

無　料

無　料

NAK愛媛新居浜支部　　　　 TEL0897－33－8982

丹原文化会館　　　　　　　TEL0898－68－3555

9：00

無　料 東予えびね愛好会（西原）　TEL090－8883－1425

事務所前
通路

西条市 国指定史跡「永納山古代山城跡」パネル展
※最終日は15時まで

丹原文化会館　　　　　　　TEL0898－68－3555

9：00

無　料

無　料

無　料29 日

小ホール

9：00 無　料小ホール

第28回　ふじ美会チャリティー　舞踊発表会 ふじ美舞踊会　　　　　　　TEL0898－68－781712：3012：00

21
〜
5/6

土
〜
日

永納山古代山城跡の会事務局（渡邉）
　　　　　　　　　　　　　TEL090－3437－8346

全席指定

4,000円

（当日4,500円）

入場料入場料

総合・丹原

文化会館ほかで

チケット販売中 !

総合文化会館
  　　　　　　　大ホール

５/12　土 15時開演

４

月

※各行事は主催者の都合で変更することがあります。【４月の休館日】月曜日（30日開館）

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　TEL0897－53－5500

書神会西条支部　　　　　　TEL0897－53－2683

葵歌謡愛好会（越智）　　　TEL080－1990－5530

神戸幼稚園　　　　　　　　TEL0897－56－3229

Dance　Freak　2018

６

日

８

15

土

大ホール

大ホール13：30

曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料

１ 日

10：00

無　料

問 合 せ日

9：30

Go　Go　Jam　Dance　Club 　　TEL090－8977－5080

社交ダンス

大空歌謡会　第５回発表会

第22回　葵歌謡愛好会　歌の祭典

日

日

小ホール

2500円
※全席自由

16：30

12：00

10：00

17：00

大空歌謡会（兵庫）　　　　TEL0897－55－3320

書神会西条支部書道展
※20日は17時、21日は16時まで

20
21

傘寿を歌う　
秋川暢宏テノールコンサート　～声楽を志して60年～

無　料

無　料

1000円

14：00

9：30

総合文化会館　　　　　　　TEL0897－53－5500

大ホール

9：00

７

金 神戸幼稚園　音楽教室　発表会

22

金
土

9：00

フレンド曽我部ダンス　　　TEL090－3184－4177

大ホール

展示室

9：30

小ホール

無　料

500円
※全席指定
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４月号　目次

西条バードウォッチング　　撮影：十亀茂樹

№152　イカルチドリ（留鳥）

◎人口　110,650 人（－95）

　男性　 53,477 人（－26）

　女性　 57,173 人（－69）

◎世帯　50,568 世帯（－20）

　住民基本台帳登録数
　平成30年２月末日現在（前月比）

当番病医院（常時）
０８９７－５８－２２００

災害情報（発生時）
０８９７－５５－５５５１

防災行政無線の内容確認
０８９７－５６－６５９９

　全長21㎝、夏鳥として渡来するコチドリとよく似ていま

すが、体長がひと回り大きく、くちばしと足が長いところ

が識別点です。比較的大きい川の中流域の砂礫地で営巣し

繁殖期を終えると下流域に移動し小群で越冬します。西条

では加茂川の古川橋付近や渦井川の玉津橋付近でよく見か

けますが、他の地域の川や水田地帯でも見られています。

人口のうごき テレホンサービス

02　「勝ち残るまち」西条へ　ＯＮＥ　ＵＰ

　　平成30年度施政方針

06　「広報さいじょう」をリニューアルします

07　各種表彰／寄付をいただきました／全国初

　　のライフジャケットレンタルステーション

08　４月29日は「さんぶん」へ

10　石鎚山系元気ウォーキング大会

12　新たに地域の身近な高齢者総合相談窓口を

　　開設／老人クラブに入会しませんか

13　飯岡地区で地区防災計画を策定

14　木造住宅の耐震診断・耐震改修

15　犬の登録と狂犬病予防注射

18　支所だより

19　情報最前線

　　19～24：お知らせ／24～25：催し

　　25～28：講座教室／28～29：募集

30　施設ガイド

33　まちのわだい カメラスポット

34　Ｈａｐｐｙ Ｂｉｒｔｈｄａｙ

35　さいじょう文芸広場 ほか

36　定期無料相談

37　保健センターだより

38　４月の当番病医院

39　文化会館イベント情報 ほか

さ れ き
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